
素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 8855回回 

子子
どど
もも
がが
秘秘
めめ
てて
いい
るる
チチ
カカ
ララ
をを
伸伸
ばば
すす
たた
めめ
にに
。。 

「「終終 

生生
まま
れれ
はは
盛盛
岡岡
でで
すす
。。 

大大
学学
でで
はは
教教
育育
学学
部部
でで
しし
たた
のの
でで
、、
教教
育育
関関
係係
のの
仕仕
事事

にに
就就
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

子子
どど
もも
のの
成成
績績
がが
上上
がが
っっ
たた
りり
志志
望望
校校
にに
合合
格格
しし
たた
りり

しし
たた
とと
きき
のの
喜喜
びび
はは
強強
いい
でで
すす
のの
でで
、、
今今
のの
仕仕
事事
はは
、、
非非

常常
にに
やや
りり
がが
いい
をを
感感
じじ
るる
仕仕
事事
でで
すす
。。 

ここ
のの
地地
域域
でで
生生
まま
れれ
育育
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
のの
でで
、、
地地
域域
のの

方方
々々
にに
、、
恩恩
返返
しし
じじ
ゃゃ
なな
いい
でで
すす
けけ
どど
もも
、、
何何
かか
還還
元元
でで

きき
るる
もも
のの
がが
ああ
れれ
ばば
とと
思思
っっ
てて
仕仕
事事
をを
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

学学
習習
面面
でで
おお
悩悩
みみ
のの
事事
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
らら
、、
おお
気気
軽軽
にに

ごご
連連
絡絡
くく
だだ
ささ
いい
。。
相相
談談
だだ
けけ
でで
もも
よよ
ろろ
しし
いい
でで
すす
。。 

ここ
のの
地地
域域
にに
住住
んん
でで
いい
てて
地地
域域
のの
状状
況況
がが
よよ
くく
分分
かか
るる

のの
でで
、、
そそ
ここ
はは
強強
味味
でで
すす
ねね
。。 

合合
格格
ささ
れれ
たた
方方
やや
親親
御御
ささ
んん
かか
らら
感感
謝謝
ささ
れれ
るる
ここ
とと
もも

多多
いい
でで
すす
。。 

将将来来、、何何ににななりりたたいいかか？？ 
将将来来、、自自分分ががどどんんなな職職業業ににつつききたたいいかかとといい
ううととこころろでで文文系系・・理理系系がが選選択択さされれまますす。。 
よよくく、、英英語語がが出出来来なないいかからら理理系系にに行行くく、、数数
学学がが出出来来なないいかからら文文系系にに行行くくみみたたいいななケケーースス
ががあありりまますすがが、、ああままりりススススメメらられれまませせんん。。 

個個
別別
指指
導導
アア
クク
シシ
スス 

月月
がが
丘丘
校校 

ささ
んん 

月月
がが
丘丘
一一
丁丁
目目 

「「
モモ
チチ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
」」
をを
どど
うう
高高
めめ
るる
かか
？？ 

積積
極極
的的
にに
勉勉
強強
をを
しし
たた
いい
とと
いい
うう
おお
子子
ささ
んん
はは

ああ
まま
りり
居居
なな
いい
でで
すす
かか
らら
（（
笑笑
））。。
子子
どど
もも
をを
どど
うう

やや
っっ
てて
勉勉
強強
にに
持持
っっ
てて
行行
くく
かか
？？
とと
いい
うう
モモ
チチ
ベベ

ーー
シシ
ョョ
ンン
のの
とと
ここ
ろろ
でで
苦苦
労労
しし
まま
すす
。。 

そそ
のの
意意
味味
でで
はは
、、
子子
どど
もも
本本
人人
とと
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ

ーー
シシ
ョョ
ンン
がが
大大
事事
にに
なな
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

「「
モモ
チチ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
」」
をを
高高
めめ
るる
基基
本本 

子子
どど
もも
にに
「「
先先
をを
見見
ささ
せせ
るる
」」
のの
がが
大大
事事
でで
すす
。。

例例
ええ
ばば
、、
志志
望望
すす
るる
高高
校校
にに
入入
っっ
てて
かか
らら
のの
将将
来来
像像

でで
すす
。。 

ここ
うう
いい
うう
可可
能能
性性
がが
待待
っっ
てて
いい
てて
、、
そそ
のの
可可
能能
性性

をを
つつ
かか
みみ
取取
っっ
てて
そそ
のの
先先
にに
大大
学学
とと
かか
就就
職職
のの
とと

ここ
ろろ
まま
でで
思思
いい
描描
いい
てて
もも
らら
うう
。。 

自自
分分
のの
夢夢
をを
実実
現現
すす
るる
意意
欲欲 

自自
分分
のの
夢夢
をを
実実
現現
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
今今
やや
らら
なな
けけ
れれ

ばば
、、
ここ
のの
先先
ここ
うう
いい
うう
ふふ
うう
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
とと
いい

うう
とと
ここ
ろろ
をを
考考
ええ
てて
もも
らら
ええ
たた
らら
成成
功功
でで
すす
。。 

目目
のの
前前
のの
テテ
スス
トト
のの
ここ
とと
だだ
けけ
でで
はは
なな
くく
、、
視視
野野

をを
広広
くく
持持
っっ
てて
自自
分分
のの
将将
来来
像像
をを
見見
てて
もも
らら
うう
。。 

英英語語もも数数学学もも国国語語もも大大事事でですす 
今今のの入入試試シシスステテムムでではは英英語語もも数数学学もも国国語語もも
全全部部使使ううののでで、、「「理理系系・・文文系系」」とと言言っってておおれれまま
せせんん。。 
たただだ、、文文系系のの人人向向けけのの職職種種、、理理系系向向けけのの職職
種種ももあありりまますすののでで、、将将来来、、自自分分はは何何ににななりりたた
いいかかをを考考ええるるののはは大大事事でですす。。 

個個
人人
的的
にに
思思
うう
のの
でで
すす
がが
、、
全全
体体
的的
にに
文文
系系
のの
方方
はは
世世

のの
中中
のの
潤潤
滑滑
油油
なな
んん
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
社社
会会
シシ
スス
テテ
ムム
でで

「「
ここ
うう
しし
たた
方方
がが
イイ
イイ
んん
じじ
ゃゃ
なな
いい
かか
」」
とと
かか
をを
考考
ええ
るる

のの
はは
文文
系系
のの
方方
がが
向向
いい
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
気気
がが
しし
まま
すす
。。 

理理
系系
のの
方方
はは
、、
新新
しし
いい
ここ
とと
をを
研研
究究
しし
てて
新新
しし
いい
物物
をを

生生
みみ
出出
すす
のの
がが
得得
意意
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

昨昨
今今
、、
理理
系系
がが
人人
気気
とと
いい
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
文文
系系
もも

世世
のの
中中
にに
はは
必必
要要
なな
のの
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

文文
系系
・・
理理
系系
どど
ちち
らら
にに
せせ
よよ
、、「「
語語
彙彙
力力
」」
はは
絶絶
対対
必必
要要

だだ
とと
思思
うう
のの
でで
、、
今今
のの
子子
どど
もも
のの
語語
彙彙
力力
がが
低低
下下
しし
てて
きき

てて
いい
るる
ここ
とと
にに
はは
危危
機機
感感
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

今今
のの
子子
はは
本本
をを
読読
まま
なな
くく
なな
っっ
てて
、、
諺諺
（（
ここ
とと
わわ
ざざ
））

もも
使使
ええ
なな
くく
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

最最
終終
的的
にに
はは
文文
系系
・・
理理
系系
はは
一一
体体
化化
しし
てて
いい
くく
とと
思思
いい

まま
すす
かか
らら
、、
語語
彙彙
力力
はは
、、
必必
要要
でで
大大
事事
にに
なな
るる
時時
代代
だだ
とと

痛痛
感感
しし
まま
すす
。。 

「「
勉勉
強強
すす
るる
ここ
とと
のの
意意
味味
」」
にに
つつ
いい
てて
はは
、、

出出
来来
るる
だだ
けけ
自自
分分
のの
可可
能能
性性
をを
探探
しし
求求
めめ
るる

ここ
とと
、、
そそ
のの
可可
能能
性性
をを
広広
げげ
るる
ここ
とと
だだ
とと
思思

いい
まま
すす
。。 

学学
力力
以以
外外
のの
部部
分分
でで
勉勉
強強
とと
いい
うう
もも
のの
がが

今今
後後
のの
人人
生生
にに
役役
にに
立立
つつ
、、
そそ
うう
いい
うう
アア
ププ

ロロ
ーー
チチ
もも
でで
きき
まま
すす
。。 

講講義義室室 

成成
績績
がが
上上
向向
くく
キキ
ッッ
カカ
ケケ
はは
？？ 

自自
分分
のの
将将
来来
像像
をを
描描
けけ
るる
子子
はは
早早
いい
でで
すす
。。 

今今
やや
っっ
てて
おお
かか
なな
きき
ゃゃ
いい
けけ
なな
いい
ここ
とと
がが
鮮鮮
明明

にに
なな
っっ
てて
出出
てて
来来
まま
すす
かか
らら
。。 

そそ
うう
すす
るる
とと
子子
どど
もも
のの
モモ
チチ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
にに
繋繋

がが
りり
、、
子子
どど
もも
のの
チチ
カカ
ララ
がが
上上
向向
いい
てて
きき
まま
すす
。。 

「「
ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン
ググ
思思
考考
」」
にに
慣慣
れれ
るる 

昔昔
とと
違違
っっ
てて
、、
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
・・
ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン

ググ
にに
つつ
いい
てて
学学
校校
教教
育育
でで
取取
りり
入入
れれ
らら
れれ
てて
いい
まま

すす
のの
でで
、、
小小
学学
生生
のの
うう
ちち
かか
らら
ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン
ググ
的的

なな
思思
考考
をを
求求
めめ
らら
れれ
まま
すす
。。 

ここ
うう
いい
うう
ふふ
うう
にに
組組
立立
てて
るる
とと
、、
ここ
うう
いい
うう
ふふ
うう

にに
解解
決決
出出
来来
るる
、、
みみ
たた
いい
なな
、、
論論
理理
的的
思思
考考
力力
のの
部部

分分
がが
大大
事事
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

最最
近近
のの
親親
御御
ささ
んん
のの
傾傾
向向 

子子
どど
もも
本本
人人
がが
どど
うう
考考
ええ
るる
かか
、、
そそ
れれ
がが
一一
番番
大大

事事
でで
すす
。。
昔昔
のの
よよ
うう
にに
叱叱
咤咤
激激
励励
すす
るる
親親
がが
少少
なな
くく

なな
っっ
てて
いい
るる
。。
そそ
うう
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

現現
状状
のの
学学
力力
かか
らら
志志
望望
校校
をを
考考
ええ
るる
傾傾
向向
はは

年年
々々
強強
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
感感
じじ
らら
れれ
まま
すす
。。 

子子
どど
もも
にに
「「
挫挫
折折
」」
ささ
せせ
たた
くく
なな
いい
とと
思思
っっ
てて
のの

ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

皆皆ささんん、、頑頑張張っってていいまますす 
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♪♪ 

明明
日日
とと
いい
うう
字字
はは
明明
るる
いい
日日
とと
書書
くく
のの
ねね
～～ 

そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 

（（
アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
・・
・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 

（（
ああ
るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
のの
はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 

そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら 

 

本本
当当
にに
シシ
アア
ワワ
セセ 

一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 

まま
たた
明明
日日
をを
待待
っっ
てて
いい
るる
～～ 

ＡＡ
ｈｈ
～～ 

（（
ザザ
・・
イイ
エエ
ロロ
ーー
モモ
ンン
キキ
ーー 

「「 

ＪＪ
ＡＡ
ＭＭ 

」」 

）） 
 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 
「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 
 
「「岩岩手手県県」」ででははななくく 
「「若若手手県県」」でですすねね。。 

11万万５５千千１１百百世世帯帯 にに今今月月はは、、無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ

（（特特別別にに青青山山地地区区ににもも配配布布ししてておおりりまますす。。）） 

創創創創刊刊刊刊かかかからららら 8888 年年年年目目目目  にににに入入入入りりりりままままししししたたたた  

緑緑緑緑がががが丘丘丘丘ししししんんんんぶぶぶぶんんんん  丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 
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丘丘 

 
丘丘 

 
八八重重樫樫
や え が し

 啓啓太太
けいた

 先先生生 

にに、、おお聞聞ききししままししたた。。
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脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 
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松松園園方方面面 
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盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

新新
発発
想想
のの
「「
フフ
ァァ
ンン
ヒヒ
ーー
タタ
ーー
」」 

冬冬
にに
アア
イイ
スス
をを
食食
べべ
るる
とと
かか
、、
冬冬
でで
もも
半半
袖袖
をを

着着
るる
はは
、、
盛盛
岡岡
でで
もも
普普
通通
にに
見見
かか
けけ
るる
光光
景景
でで

すす
。。
幼幼
少少
期期
のの
写写
真真
がが
白白
黒黒
、、
まま
しし
てて
やや
動動
画画
がが

無無
いい
世世
代代
とと
しし
てて
はは
、、
ここ
んん
なな
事事
ささ
ええ
、、
昔昔
とと
はは

ずず
いい
ぶぶ
んん
変変
わわ
っっ
たた
なな
～～
とと
しし
みみ
じじ
みみ
しし
まま
すす
。。 

当当
時時
はは
、、
冬冬
にに
アア
イイ
スス
をを
そそ
れれ
なな
りり
にに
置置
くく
おお

店店
はは
少少
なな
くく
、、
まま
たた
秋秋
冬冬
のの
衣衣
替替
ええ
時時
、、
半半
袖袖
ＴＴ

シシ
ャャ
ツツ
はは
衣衣
装装
ケケ
ーー
スス
にに
しし
まま
っっ
たた
よよ
うう
にに
記記

憶憶
しし
まま
すす
。。 

今今
はは
、、
季季
節節
商商
品品
だだ
っっ
たた
モモ
ノノ
がが
一一
年年
中中
ＯＯ
ＫＫ

のの
、、
ボボ
ーー
ダダ
ーー
レレ
スス
なな
時時
代代
でで
すす
。。 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
はは
、、
冬冬
アア
イイ
スス
だだ
けけ
でで
なな
くく
夏夏
おお

でで
んん
もも
人人
気気
とと
のの
ここ
とと
でで
、、
そそ
れれ
だだ
けけ
衣衣
食食
住住
がが

豊豊
かか
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
ねね
。。 

「「
季季
節節
商商
品品
」」
のの
垣垣
根根
をを
超超
ええ
たた
商商
品品
がが 

もも
ちち
ろろ
んん
家家
電電
もも
、、
ここ
れれ
まま
でで
のの
「「
季季
節節
商商
品品
」」

がが
垣垣
根根
をを
越越
ええ
てて
、、
「「
年年
中中
商商
品品
」」
にに
変変
身身
しし
たた
もも

のの
がが
ああ
るる
んん
でで
すす
よよ
～～
。。 

セセ
ララ
ミミ
ッッ
クク
フフ
ァァ
ンン
ヒヒ
ーー
タタ
ーー
とと
いい
ええ
ばば
、、
温温
風風

にに
よよ
るる
電電
気気
暖暖
房房
のの
代代
表表
格格
でで
すす
。。
手手
軽軽
でで
素素
早早
くく

暖暖
まま
るる
のの
でで
、、
台台
所所
やや
洗洗
面面
所所
、、
おお
手手
洗洗
いい
なな
どど
小小

ささ
めめ
空空
間間
のの
足足
元元
でで
使使
うう
とと
かか
、、
椅椅
子子
にに
腰腰
かか
けけ
たた

時時
のの
ひひ
ざざ
下下
でで
使使
うう
なな
どど
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
使使
いい
にに
選選
ばば

れれ
まま
すす
。。 

パパ
ワワ
ーー
にに
まま
ささ
るる
石石
油油
暖暖
房房
にに
押押
ささ
れれ
てて
、、
ああ
くく

まま
でで
脇脇
役役
的的
なな
暖暖
房房
機機
器器
でで
しし
たた
がが
、、
最最
近近
はは
加加
湿湿

でで
きき
るる
もも
のの
やや
、、
空空
気気
をを
キキ
レレ
イイ
にに
保保
つつ
もも
のの
なな

どど
、、
独独
自自
路路
線線
でで
主主
役役
級級
にに
躍躍
りり
出出
てて
きき
たた
もも
のの
がが

ああ
りり
まま
すす
。。 

ＨＨ
ｏｏ
ｔｔ
＆＆
ＣＣ
ｏｏ
ｏｏ
ｌｌ 

？？ 

なな
かか
でで
もも
異異
彩彩
をを
放放
つつ
のの
がが
、、
ＨＨ
ｏｏ
ｔｔ
＆＆
ＣＣ
ｏｏ
ｏｏ

ｌｌ
とと
いい
うう
ナナ
ノノ
イイ
ーー
ＸＸ
搭搭
載載 

((

パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク))

のの

セセ
ララ
ミミ
ッッ
クク
フフ
ァァ
ンン
ヒヒ
ーー
タタ
ーー
でで
すす
。。 

「「
ＨＨ
ｏｏ
ｔｔ
」」
はは
温温
風風
のの
ここ
とと
でで
すす
ねね
。。 

じじ
ゃゃ
ああ
ナナ
ゼゼ
「「
ＣＣ
ｏｏ
ｏｏ
ｌｌ
」」
かか
とと
いい
うう
とと
、、
ここ
ここ

まま
でで
読読
んん
でで
くく
だだ
ささ
っっ
たた
方方
はは
、、
薄薄
々々
感感
づづ
いい
てて
いい

るる
とと
思思
いい
まま
すす
がが
、、
なな
んん
とと
涼涼
風風
にに
もも
チチ
ェェ
ンン
ジジ
すす

るる
んん
でで
すす
。。
つつ
まま
りり
夏夏
のの
扇扇
風風
機機
みみ
たた
いい
にに
使使
うう
ここ

とと
もも
でで
きき
るる
のの
でで
、、
ここ
れれ
まま
でで
季季
節節
ごご
とと
にに
、、
出出
しし

たた
りり
片片
付付
けけ
たた
りり
しし
てて
いい
たた
手手
間間
がが
無無
くく
なな
りり
、、
年年

中中
置置
きき
っっ
ぱぱ
なな
しし
でで
良良
いい
のの
でで
すす
。。
デデ
ザザ
イイ
ンン
はは
、、

すす
っっ
きき
りり
しし
たた
高高
ささ
5544..

55

ccmm
のの
円円
筒筒
形形
シシ
ルル
エエ

ッッ
トト
でで
、、
どど
んん
なな
おお
部部
屋屋
にに
もも
ママ
ッッ
チチ
しし
まま
すす
。。

温温
風風
５５
段段
階階
、、
涼涼
風風
９９
段段
階階
かか
らら
選選
べべ
、、
タタ
イイ
ママ
ーー
やや

チチ
ャャ
イイ
ルル
ドド
ロロ
ッッ
クク
なな
どど
、、
ココ
ンン
パパ
クク
トト
なな
ボボ
デデ
ィィ
にに
機機

能能
がが
充充
実実
。。 

まま
たた
ヒヒ
トト
のの
動動
きき
にに
合合
わわ
せせ
てて
、、
自自
動動
でで
OONN//

OOFFFF
すす
るる

セセ
ンン
ササ
ーー
でで
、、
節節
電電
効効
果果
もも
期期
待待
でで
きき
まま
すす
。。
操操
作作
スス
イイ

ッッ
チチ
はは
、、
凹凹
凸凸
がが
なな
いい
シシ
ンン
ププ
ルル
なな
タタ
ッッ
チチ
式式
でで
すす
がが
、、

ウウ
レレ
シシ
イイ
ここ
とと
にに
リリ
モモ
ココ
ンン
まま
でで
つつ
いい
てて
いい
まま
すす
。。
ココ
ーー

ドド
はは
長長
めめ
のの
１１
．．
８８
ｍｍ
でで
、、
持持
ちち
運運
びび
もも
ララ
クク
なな
３３
．．
５５

㎏㎏
のの
重重
ささ
とと
、、
様様
々々
なな
シシ
ーー
ンン
でで
重重
宝宝
しし
そそ
うう
でで
すす
。。 

 

まま
たた
、、
空空
気気
のの
汚汚
れれ
やや
ニニ
オオ
イイ
をを
抑抑
制制
すす
るる
ナナ
ノノ
イイ
ーー

ＸＸ
のの
発発
生生
器器
とと
しし
てて
もも
使使
ええ
るる
のの
でで
、、
一一
石石
二二
鳥鳥
、、
いい
やや

三三
鳥鳥
でで
すす
！！ 

「「
ちち
ょょ
いい
置置
きき
」」
しし
てて
、、
スス
ポポ
ッッ
トト
的的
にに
使使
うう
タタ
イイ
ププ

のの
暖暖
房房
機機
器器
とと
言言
ええ
まま
すす
がが
、、
最最
近近
のの
住住
宅宅
はは
、、
性性
能能
がが

向向
上上
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、
使使
いい
方方
次次
第第
でで
いい
かか
よよ
うう

にに
もも
なな
りり
そそ
うう
でで
すす
。。
ささ
てて
雪雪
だだ
、、
ツツ
ララ
ララ
だだ
とと
つつ
いい
口口

にに
しし
たた
子子
供供
時時
分分
がが
、、
今今
やや
、、
至至
福福
のの
冬冬
アア
イイ
スス
。。
どど
っっ

ちち
にに
しし
てて
もも
冬冬
なな
らら
でで
はは
のの
、、
ワワ
クク
ワワ
クク
体体
験験
！！
ホホ
ッッ
トト

でで
もも
ああ
りり
クク
ーー
ルル
でで
もも
ああ
りり
…… 

（２）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に使いたいで
すよね。上田の「柿沢電器」さんのご協力により、
家電の賢い使い方のコラムを掲載します。（編集室）

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催され
ています。盛岡市出身。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第 63回 「季季節節もものの」」かからら昇昇格格！！？？ 

フファァンンヒヒーータターー 

              

他他ににもも、、黒黒石石野野・・松松園園・・桜桜台台ココーースス等等ががあありりまますす。。 

→→ hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料）） 
ががあありりまますす！！

ベベルルフフままつつぞぞのの 
電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 
午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

ベベルルフフままつつぞぞのの 店店内内にに ババスス時時刻刻表表がが ごござざいいまますす。。 

夢夢ののよよううなな購購買買ススタタイイルル 
「「無無料料おお買買いい物物ババスス」」でで店店にに来来てて、、買買いい物物。。 
ササーービビススカカウウンンタターーでで「「荷荷物物ををここここままでで配配達達ししてて」」とと。。 
手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、おお家家にに帰帰りりまますす。。 
少少ししすするるとと、、店店舗舗かからら荷荷物物がが配配達達さされれまますす・・・・・・。。 

高高前前田田博博子子ささんん 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 

ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
、、
ここ
れれ
とと
言言
っっ
たた
馴馴
染染
みみ
客客
もも
なな

いい
。。
見見
栄栄
やや
欲欲
でで
のの
客客
のの
取取
りり
合合
いい
にに
もも
無無
関関
心心
だだ

っっ
たた
。。 

 

ああ
るる
晩晩
、、
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
のの
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
にに
羽羽
振振
りり

のの
いい
いい
客客
がが
座座
っっ
たた
。。
ヘヘ
ネネ
シシ
ーー
のの
ブブ
ララ
ンン
デデ
ーー
をを

キキ
ーー
ププ
しし
たた
。。
ブブ
ララ
ッッ
クク
ニニ
ッッ
カカ
がが
大大
半半
だだ
っっ
たた
頃頃

だだ
。。
坊坊
主主
刈刈
りり
でで
ダダ
ブブ
ルル
のの
スス
ーー
ツツ
姿姿
だだ
。。
悪悪
いい
男男

にに
掴掴
（（
つつ
かか
））
まま
っっ
たた
かか
とと
心心
配配
しし
たた
。。 

「「
やや
くく
ざざ
者者
にに
目目
をを
付付
けけ
らら
れれ
るる
とと
おお
しし
まま
いい
よよ
」」 

「「
大大
丈丈
夫夫
。。
ヤヤ
ーー
ささ
んん
はは
田田
舎舎
娘娘
をを
相相
手手
にに
しし
なな

いい
」」「「
磨磨
（（
みみ
がが
））
けけ
ばば
光光
るる
とと
考考
ええ
てて
いい
るる
かか
もも
」」 

 

気気
にに
かか
けけ
なな
がが
らら
もも
、、
店店
のの
仲仲
間間
達達
はは
言言
いい
たた
いい

放放
題題
だだ
っっ
たた
。。
そそ
んん
なな
言言
葉葉
にに
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
動動
じじ

なな
かか
っっ
たた
。。 

ほほ
どど
なな
くく
、、
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
、、
ジジ
ーー

ンン
ズズ
をを
脱脱
ぎぎ
捨捨
てて
花花
柄柄
のの
ワワ
ンン
ピピ
ーー
スス
姿姿
にに
なな
っっ

たた
。。
私私
達達
はは
、、
彼彼
女女
はは
意意
外外
にに
可可
愛愛
いい
娘娘
だだ
とと
今今
更更
、、

気気
がが
つつ
いい
たた
。。
朝朝
のの
おお
勤勤
めめ
もも
そそ
ここ
そそ
ここ
にに
出出
かか
けけ

たた
。。
何何
をを
思思
っっ
たた
かか
、、
習習
字字
やや
生生
けけ
花花
のの
習習
いい
事事
をを

始始
めめ
たた
よよ
うう
だだ
っっ
たた
。。 

うう
るる
ささ
かか
っっ
たた
はは
ずず
のの
御御
題題
目目
やや
太太
鼓鼓
のの
音音
がが

聞聞
ええ
なな
くく
なな
っっ
たた
。。
何何
やや
らら
淋淋
しし
いい
。。
文文
句句
をを
言言
いい

つつ
つつ
もも
、、
私私
達達
もも
心心
のの
中中
でで
唱唱
和和
しし
てて
いい
たた
のの
だだ
。。 

周周
りり
のの
心心
配配
をを
よよ
そそ
にに
、、
手手
土土
産産
をを
提提
げげ
てて
坊坊
主主

頭頭
はは
足足
繁繁
くく
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
にに
通通
っっ
たた
。。
背背
広広
姿姿
でで
なな

くく
カカ
ジジ
ュュ
アア
ルル
なな
服服
装装
だだ
。。
はは
にに
かか
んん
だだ
様様
子子
でで
周周

りり
のの
私私
達達
にに
目目
でで
軽軽
くく
挨挨
拶拶
すす
るる
。。
上上
等等
なな
箱箱
入入
りり

のの
和和
菓菓
子子
がが
私私
達達
にに
まま
でで
届届
くく
。。
差差
しし
入入
れれ
にに
弱弱

くく
、、
坊坊
主主
頭頭
もも
悪悪
いい
男男
でで
はは
なな
いい
気気
がが
しし
てて
来来
たた
。。 

彼彼
のの
前前
にに
はは
、、
無無
心心
にに
おお
題題
目目
をを
唱唱
ええ
るる
ヨヨ
ッッ
ちち

ゃゃ
んん
はは
いい
なな
いい
。。
何何
のの
変変
哲哲
もも
なな
いい
恋恋
すす
るる
乙乙
女女
がが

いい
るる
だだ
けけ
だだ
。。 

ああ
るる
時時
、、
私私
はは
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
にに
尋尋
ねね
たた
。。 

「「
和和
菓菓
子子
のの
おお
客客
ささ
んん
、、
どど
ここ
でで
知知
りり
合合
っっ
たた
のの
」」 

「「
おお
店店
でで
。。
私私
がが
おお
茶茶
引引
きき
でで
仕仕
方方
なな
くく
ボボ
トト
ルル
をを

磨磨
いい
てて
いい
るる
とと
、、
目目
のの
前前
にに
座座
っっ
てて
くく
れれ
たた
のの
」」 

おお
茶茶
引引
きき
とと
はは
、、
遊遊
女女
やや
芸芸
妓妓
がが
、、
客客
がが
なな
くく
暇暇

なな
時時
、、
おお
茶茶
をを
臼臼
（（
うう
すす
））
にに
かか
けけ
てて
仕仕
事事
をを
しし
たた

とと
彼彼
女女
はは
講講
釈釈
（（
ここ
うう
しし
ゃゃ
くく
））
しし
たた
。。 

「「
美美
人人
はは
見見
飽飽
きき
たた
」」
とと
坊坊
主主
頭頭
がが
話話
しし
たた
とと
続続
けけ

たた
。。
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
とと
私私
はは
顔顔
をを
見見
合合
わわ
せせ
てて
笑笑
っっ
たた
。。 

仲仲
間間
達達
はは
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
のの
ここ
とと
がが
気気
にに
なな
りり
、、
ちち

ょょ
くく
ちち
ょょ
くく
話話
題題
にに
のの
ぼぼ
っっ
たた
。。 

「「
ああ
のの
おお
客客
ささ
んん
、、
やや
くく
ざざ
じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
、、
老老
舗舗

のの
和和
菓菓
子子
屋屋
のの
若若
旦旦
那那
だだ
っっ
たた
りり
しし
てて
」」 

「「
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
大大
店店
（（
おお
おお
だだ
なな
））
のの
おお
かか
みみ

ささ
んん
」」「「
玉玉
のの
輿輿
（（
ここ
しし
））
ねね
」」 

時時
代代
小小
説説
じじ
みみ
たた
会会
話話
がが
続続
いい
たた
。。
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん

よよ
りり
私私
達達
がが
勝勝
手手
にに
とと
きき
めめ
いい
てて
いい
たた
。。 

そそ
のの
後後
、、
音音
もも
なな
くく
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
店店
をを
去去
っっ
たた
。。

酒酒
場場
でで
はは
従従
業業
員員
のの
出出
入入
りり
がが
激激
しし
いい
。。
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ

んん
のの
事事
はは
皆皆
、、
忘忘
れれ
てて
いい
たた
。。 

一一
年年
ほほ
どど
しし
てて
、、
常常
連連
客客
がが
しし
たた
りり
顔顔
でで
話話
しし
たた
。。 

「「
親親
類類
のの
仏仏
書書
きき
（（
ほほ
とと
けけ
がが
きき
））
でで
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ

んん
にに
会会
っっ
たた
」」「「
ええ
ーー
。。
縁縁
故故
だだ
っっ
たた
のの
？？
」」 

「「
いい
やや
。。
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
寺寺
のの
大大
黒黒
だだ
っっ
たた
」」 

「「
宗宗
派派
はは
何何
宗宗
？？
」」「「
曹曹
洞洞
宗宗
だだ
。。
ここ
ここ
でで
よよ
くく
見見

かか
けけ
たた
客客
のの
」」 

ああ
のの
坊坊
主主
頭頭
はは
、、
やや
くく
ざざ
でで
もも
若若
旦旦
那那
でで
もも
なな
かか

っっ
たた
。。
文文
字字
通通
りり
、、
曹曹
洞洞
宗宗
のの
おお
坊坊
ささ
んん
だだ
っっ
たた
。。 

※※
仏仏
書書
きき
（（
ほほ
とと
けけ
がが
きき
））
……
（（
東東
北北
地地
方方
でで
）） 

仏仏
事事
。。
法法
事事
。。 

大大
黒黒
……
僧僧
侶侶
のの
妻妻
のの
俗俗
称称 

 

「「
ゴゴ
ニニ
ョョ
、、
ゴゴ
ニニ
ョョ
、、
ゴゴ
ニニ
ョョ
……
。。
トト
ココ
、、
トト
ココ
、、

トト
ココ
」」。。「「
朝朝
のの
ババ
ロロ
ッッ
クク
」」
なな
らら
ぬぬ
「「
朝朝
のの
御御
題題
目目
」」

とと
遠遠
慮慮
がが
ちち
なな
太太
鼓鼓
のの
音音
でで
目目
がが
覚覚
めめ
るる
。。 

奏奏
者者
のの
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
、、
パパ
ジジ
ャャ
ママ
かか
らら
ＴＴ
シシ
ャャ

ツツ
、、
ジジ
ーー
ンン
ズズ
にに
着着
替替
ええ
てて
いい
たた
。。 

ヘヘ
ンン
デデ
ルル
もも
ババ
ッッ
ハハ
もも
、、
ここ
んん
なな
朝朝
早早
くく
かか
らら
曲曲

をを
奏奏
でで
てて
はは
いい
なな
かか
っっ
たた
とと
思思
うう
。。 

「「
うう
るる
ささ
ーー
いい
。。
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
、、
まま
だだ
六六
時時
よよ
」」 

酒酒
場場
のの
従従
業業
員員
寮寮
はは
朝朝
がが
遅遅
いい
。。
定定
員員
八八
人人
のの
部部

屋屋
にに
二二
段段
ベベ
ッッ
ドド
がが
ああ
るる
。。
深深
酒酒
がが
たた
たた
っっ
てて
かか
昼昼

近近
くく
まま
でで
ベベ
ッッ
ドド
のの
中中
のの
人人
もも
いい
たた
。。 

「「
がが
まま
んん
。。
がが
まま
んん
。。
私私
達達
にに
入入
信信
をを
勧勧
めめ
たた
りり
、、

物物
をを
売売
りり
つつ
けけ
たた
りり
しし
なな
いい
んん
だだ
かか
らら
」」 

「「
門門
限限
をを
破破
りり
、、
酔酔
っっ
てて
騒騒
ぐぐ
人人
よよ
りり
、、
まま
しし
よよ
」」 

ぶぶ
つつ
ぶぶ
つつ
言言
いい
、、
皆皆
はは
又又
、、
布布
団団
にに
潜潜
りり
込込
んん
だだ
。。 

朝朝
のの
おお
勤勤
めめ
をを
除除
けけ
ばば
、、
ヨヨ
ッッ
ちち
ゃゃ
んん
はは
嫌嫌
わわ
れれ

者者
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
。。 

遊遊
びび
歩歩
くく
ここ
とと
もも
なな
くく
、、
部部
屋屋
のの
掃掃
除除
をを
よよ
くく
やや

っっ
たた
。。
食食
料料
なな
どど
のの
使使
いい
走走
りり
をを
やや
りり
、、
調調
法法
だだ
っっ

たた
。。
本本
のの
ペペ
ーー
ジジ
をを
絶絶
ええ
ずず
捲捲
（（
めめ
くく
））
っっ
てて
いい
たた
。。 

 

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
きき
、、
同同
じじ
部部
屋屋
にに
住住
んん
でで
いい
なな

がが
らら
干干
渉渉
しし
なな
かか
っっ
たた
。。
出出
身身
地地
やや
名名
前前
すす
らら
実実
名名

でで
ああ
るる
かか
疑疑
問問
だだ
っっ
たた
。。
時時
折折
、、
常常
連連
かか
らら
貰貰
（（
もも

らら
））
っっ
たた
スス
イイ
ーー
ツツ
なな
どど
をを
分分
けけ
合合
っっ
たた
。。 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が素晴ら
しい」という意味です。私たちは今この時を大切にして生きて
います。あるときは庭の花を愛で、あるときはホントに誰かに
恋をして。「日日是好日」になぞらえて、想い出の日々を高前
田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日  

  

））

連連載載 
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松松
園園
をを
過過
ぎぎ
てて
滝滝
沢沢
方方
面面
にに
向向

かか
うう
とと
きき
、、
「「
観観
音音
橋橋
」」
をを
渡渡
るる
少少

しし
手手
前前
右右
側側
にに
小小
山山
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

そそ
れれ
がが
、、
「「
小小
野野
松松
山山
」」
でで
すす
。。

標標
高高
はは
、、
たた
っっ
たた
のの
二二
九九
一一
メメ
ーー
トト

ルル
とと
のの
ここ
とと
。。「「
低低
山山
」」
でで
すす
。。 

いい
わわ
ばば
、、
「「
盛盛
岡岡
百百
低低
山山
」」
のの
一一

つつ
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
読読
者者
ささ
んん
かか
らら
おお

知知
らら
せせ
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。 

山山
腹腹
にに
はは
大大
岩岩
がが
ああ
りり
、、
小小
野野
松松
観観
世世

音音
のの
奥奥
宮宮
がが
ああ
るる
そそ
うう
でで
すす
。。 

歩歩
いい
てて
探探
訪訪
すす
るる
とと
きき
はは
、、
気気
をを
付付
けけ

てて
下下
ささ
いい
。。 

丘丘
のの
上上
のの

巨巨巨巨
石石石石
巡巡
りり 

②② 

盛盛
岡岡･･

緑緑
がが
丘丘
界界
隈隈
のの 

パパパパ
ワワワワ
ーーーー
スススス
ポポポポ
ッッッッ
トトトト 

～～ 

小小小小
野野野野
松松松松
山山山山 

～～ 

・・最最初初のの月月だだけけはは広広告告料料半半額額。。 

・・11年年以以上上継継続続ししてて広広告告さされれるる場場合合はは、、各各月月、、11割割引引きき。。 

・・11ココママ 99,,000000円円（（１１かか月月・・税税別別））をを基基準準ににししままししてて 

・・22ココママ（（1188,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・33ココママ（（2277,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

・・55ココママ（（4455,,000000円円・・１１かか月月・・税税別別）） 

寄寄
付付
・・
広広
告告
募募
集集 

皆皆様様かかららののごご協協力力でで、、 
フフリリーーペペーーパパ――のの発発行行がが 
継継続続ででききてておおりりまますす。。 

個個人人様様かかららのの寄寄付付もも、、おお待待ちちししまますす！！ 

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで。。 
→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  
→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 



スス
トト
レレ
スス
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
現現
代代
人人 

古古
代代
中中
国国
のの
帝帝
王王
がが
医医
師師
にに
「「
昔昔
のの
人人

はは
百百
歳歳
でで
もも
元元
気気
だだ
っっ
たた
のの
にに
、、
今今
はは
五五

十十
歳歳
でで
もも
ヨヨ
ボボ
ヨヨ
ボボ
なな
のの
はは
どど
うう
しし
てて

かか
。。」」
とと
尋尋
ねね
まま
しし
たた
。。
すす
るる
とと
医医
師師
はは 

「「
今今
のの
人人
はは
①①
心心
身身
のの
過過
労労
、、
②②
食食
べべ

過過
ぎぎ
、、
③③
精精
力力
のの
使使
いい
過過
ぎぎ
、、
④④
自自
然然
にに

調調
和和
しし
なな
いい
生生
活活
にに
よよ
っっ
てて
長長
生生
きき
しし
なな

いい
のの
でで
すす
。。
」」
とと
答答
ええ
まま
しし
たた
。。 

貝貝
原原
益益
軒軒
先先
生生
もも
「「
長長
生生
きき
のの
秘秘
訣訣
はは

心心
穏穏
やや
かか
にに
平平
常常
心心
をを
保保
つつ
ここ
とと
だだ
」」
とと

言言
いい
、、
心心
身身
のの
過過
労労
すす
なな
わわ
ちち
「「
スス
トト
レレ

スス
」」
がが
寿寿
命命
をを
縮縮
めめ
るる
、、
とと
いい
うう
のの
はは
東東

洋洋
医医
学学
のの
基基
本本
でで
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
現現
代代
にに
生生
きき
るる
私私
たた
ちち
はは
現現

実実
にに
ああ
らら
ゆゆ
るる
スス
トト
レレ
スス
をを
受受
けけ
てて
いい
まま

すす
。。
いい
くく
らら
「「
心心
穏穏
やや
かか
にに
」」
とと
かか
「「
平平

常常
心心
」」
とと
かか
いい
わわ
れれ
てて
もも
、、
なな
かか
なな
かか
そそ

うう
はは
なな
らら
なな
いい
もも
のの
でで
すす
。。
私私
たた
ちち
はは
、、

スス
トト
レレ
スス
をを
受受
けけ
るる
とと
病病
気気
にに
なな
りり
やや
すす

いい
、、
とと
経経
験験
的的
にに
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
。。 

副副
腎腎
皮皮
質質
ホホ
ルル
モモ
ンン
のの
過過
剰剰
分分
泌泌 

ここ
れれ
はは
、、
スス
トト
レレ
スス
をを
受受
けけ
るる
とと
副副

腎腎
皮皮
質質
ホホ
ルル
モモ
ンン
がが
過過
剰剰
にに
分分
泌泌
ささ
れれ

るる
ここ
とと
がが
大大
きき
なな
原原
因因
とと
ささ
れれ
てて
いい
まま

すす
。。 副副

腎腎
皮皮
質質
ホホ
ルル
モモ
ンン
はは
体体
のの
免免
疫疫
機機

能能
をを
抑抑
ええ
るる
効効
果果
がが
ああ
りり
まま
すす
のの
でで
、、

そそ
れれ
がが
過過
剰剰
にに
分分
泌泌
ささ
れれ
るる
とと
免免
疫疫
機機

能能
がが
低低
下下
しし
、、
病病
原原
体体
へへ
のの
抵抵
抗抗
力力
がが

弱弱
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

スス
トト
レレ
スス
をを
受受
けけ
るる
とと
風風
邪邪
をを
ひひ
きき

やや
すす
くく
なな
るる
のの
もも
ここ
のの
たた
めめ
でで
すす
。。 

ここ
のの
ほほ
かか
にに
もも
、、
副副
腎腎
皮皮
質質
ホホ
ルル
モモ

ンン
のの
過過
剰剰
分分
泌泌
はは
睡睡
眠眠
障障
害害
をを
起起
ここ
しし

たた
りり
、、
ささ
らら
にに
はは
アア
ルル
ツツ
ハハ
イイ
ママ
ーー
病病

やや
パパ
ーー
キキ
ンン
ソソ
ンン
病病
のの
発発
症症
がが
促促
進進
ささ

れれ
るる
とと
のの
研研
究究
報報
告告
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

いい
つつ
もも
言言
っっ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
スス
トト
レレ

スス
解解
消消
のの
一一
番番
のの
方方
法法
はは
「「
運運
動動
」」
でで

すす
。。
特特
にに
歩歩
くく
ここ
とと
やや
軽軽
いい
ジジ
ョョ
ギギ
ンン

ググ
なな
どど
はは
脳脳
にに
良良
いい
刺刺
激激
をを
与与
ええ
、、
心心

身身
をを
リリ
フフ
レレ
ッッ
シシ
ュュ
ささ
せせ
てて
くく
れれ
まま

すす
。。 

何何
度度
でで
もも
言言
いい
まま
すす
、、
とと
にに
かか
くく
何何
でで

もも
いい
いい
かか
らら
外外
にに
出出
てて
体体
をを
動動
かか
しし
まま

しし
ょょ
うう
。。 

 

十十
一一
月月
某某
日日 

快快
晴晴
。。
遠遠
くく
のの
岩岩
手手
山山
もも
白白
くく
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

寒寒
いい
冬冬
にに
向向
かか
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
身身
体体
をを
大大
事事
にに
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。

ささ
てて
、、
今今
月月
はは
「「
駆駆
けけ
込込
みみ
寺寺
」」
のの
話話
でで
すす
。。 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
はは
、、『『
駆駆
けけ
込込
みみ
寺寺
』』
にに
なな
るる
よよ
うう
なな
時時
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

「「
電電
話話
をを
貸貸
しし
てて
欲欲
しし
いい
」」
とと
おお
客客
様様
にに
頼頼
まま
れれ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま

すす
。。
最最
近近
でで
はは
、、
「「
タタ
クク
シシ
ーー
をを
呼呼
んん
でで
欲欲
しし
いい
」」
とと
頼頼
まま
れれ
まま
しし
たた
。。

「「
急急
ぎぎ
のの
品品
」」
をを
買買
いい
求求
めめ
にに
店店
にに
寄寄
るる
おお
客客
様様
もも
居居
りり
まま
すす
。。 

道道
をを
尋尋
ねね
らら
れれ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
少少
しし
前前
のの
話話
でで
すす
がが
、、
よよ
くく

聞聞
いい
てて
みみ
るる
とと
、、
自自
宅宅
にに
戻戻
るる
道道
がが
分分
かか
らら
なな
くく
なな
っっ
たた
おお
客客
様様
がが
居居

りり
まま
しし
たた
。。 

稀稀
にに
でで
すす
がが
、、
リリ
ピピ
ーー
トト
しし
てて
下下
ささ
るる
おお
客客
様様
がが
話話
すす
「「
悩悩
みみ
事事
」」

のの
「「
聞聞
きき
役役
」」
にに
なな
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
ワワ
タタ
クク
シシ
はは
、、
おお
客客
様様
のの

話話
にに
同同
調調
すす
るる
ここ
とと
しし
かか
出出
来来
まま
せせ
んん
がが
、、
おお
客客
様様
のの
ほほ
うう
はは
、、
話話
しし

たた
ここ
とと
でで
スス
ッッ
キキ
リリ
しし
てて
帰帰
らら
れれ
るる
よよ
うう
でで
すす
。。 

店店
がが
おお
客客
様様
でで
混混
雑雑
しし
てて
いい
たた
りり
、、
他他
のの
作作
業業
でで
忙忙
しし
いい
時時
はは
、、
なな

かか
なな
かか
そそ
うう
もも
いい
きき
まま
せせ
んん
がが
。。
何何
事事
もも
「「
ググ
ッッ
ドド
・・
タタ
イイ
ミミ
ンン
ググ
」」

がが
ああ
りり
まま
すす
ねね
。。 

おお
客客
様様
のの
話話
をを
聞聞
くく
機機
会会
がが
、、
最最
近近
、、
増増
ええ
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
気気
がが
しし

まま
すす
。。
昔昔
とと
違違
っっ
てて
豊豊
かか
なな
イイ
イイ
時時
代代
かか
とと
思思
いい
きき
やや
、、
そそ
うう
でで
もも
無無

いい
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？  

そそ
うう
そそ
うう
、、
店店
にに
ヨヨ
クク
通通
っっ
てて
くく
れれ
るる
おお
客客
様様
がが
言言
いい
まま
しし
たた
。。 

「「
私私
のの
知知
りり
合合
いい
にに
、、『『
焼焼
酎酎
女女
王王
』』
とと
呼呼
ばば
れれ
てて
いい
るる
方方
がが
居居
りり
まま

すす
。。
そそ
れれ
にに
倣倣
（（
なな
らら
））
ええ
ばば
、、
店店
長長
ささ
んん
！！
貴貴
方方
はは
、、『『
麦麦
酒酒
女女
王王
』』

ねね
！！
」」
でで
すす
っっ
てて
。。 

？？
？？
？？
？？ 

当当
店店
でで
はは
おお
酒酒
もも
扱扱
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

十十
二二
月月
はは
クク
リリ
スス
ママ
スス
のの
月月
でで
すす
。。
いい
ろろ
いい
ろろ
なな
種種
類類
のの
ケケ
ーー
キキ
＆＆

チチ
キキ
ンン
をを
取取
りり
揃揃
ええ
てて
、、
ごご
来来
店店
をを
おお
待待
ちち
しし
てて 

おお
りり
まま
すす
。。 

予予
約約
しし
てて
いい
なな
くく
てて
もも
、、
当当
日日
でで
もも 

間間
にに
合合
いい
まま
すす
。。・・
・・
・・『『
駆駆
けけ
込込
みみ
寺寺
』』
！！ 

寒寒
ささ
のの
冬冬
にに
向向
かか
うう
夜夜
長長
、、
暖暖
かか
くく
しし
てて
、、 

楽楽
しし
いい
クク
リリ
スス
ママ
スス
をを
おお
過過
ごご
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。 

ささ
ああ
、、
いい
よよ
いい
よよ
年年
末末
でで
すす
。。
今今
月月
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

（３）

佐佐 々々木木先先生生のの ひひひとととくくくちちちコココラララムムム

東東洋洋医医学学のの話話  

体体ののパパワワーーススポポッットト 

第第 8855話話  れれいいここ「「ばばああちちゃゃんん」」 

ののレレシシピピ 

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

れれいいここ「「ばばああちちゃゃんん」」のの一一番番おおいいししいい料料理理はは、、ひひっっつつみみ。。 

そそのの「「ひひっっつつみみ」」ののレレシシピピのの「「ひひ・・みみ・・つつ」」ごご紹紹介介ししまますす。。 

生生地地～～小小麦麦粉粉・・水水 

汁汁のの材材料料～～ごごぼぼうう・・人人参参・・豚豚ひひきき肉肉・・溶溶きき卵卵・・水水 

調調味味料料～～白白だだしし・・鶏鶏ががららススーーププのの素素・・醤醤油油 

ままずず、、生生地地をを作作りりまますす。。小小麦麦粉粉にに水水ををいいれれ、、箸箸ででかかきき混混

ぜぜたたらら手手でで３３分分～～５５分分ここねねまますす。。耳耳たたぶぶくくららいいのの硬硬ささがが理理

想想でですす。。ここねねたた生生地地はは常常温温でで少少しし置置いいてておおききまますす。。 

ひひっっつつみみはは、、ここねねるる時時間間ととそそののああとと置置いいてておおくくののがが大大事事

ななそそううでですす。。汁汁はは、、水水でで灰灰汁汁（（ああくく））ををととっったたゴゴボボウウとと人人

参参をを水水かからら煮煮まますす。。ごごぼぼううがが柔柔ららかかくくななっったたらら、、ひひきき肉肉をを

入入れれ調調味味料料でで味味をを整整ええまますす。。そそここにに、、ひひっっつつみみをを薄薄くくののばば

ししてて投投入入！！ひひっっつつみみををののばばすすととききはは、、水水ににつつけけててののばばすすとと

ののばばししややすすいいでですす。。ひひっっつつみみがが浮浮きき上上ががっっててききたたらら、、溶溶きき

卵卵をを入入れれてて火火をを止止めめ完完成成でですす♪♪ 

ここれれかからら寒寒くくななるるとと食食べべたたくくななるる一一品品。。 

よよかかっったたらら作作っっててみみててくくだだささいい。。

緑緑がが丘丘でで保保険険代代理理店店をを経経営営さされれてていいるる佐佐藤藤晴晴紀紀ささんん

のの会会社社ののみみななささんんのの日日々々のの出出来来事事をを紹紹介介ししまますす。。

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

先先日日、、歯歯医医者者ささんんにに行行っってて来来ままししたた。。自自分分でで決決めめたた年年一一
回回のの「「歯歯科科検検診診」」でですす。。「「治治療療がが必必要要なな歯歯はは無無いい」」ととののこことと
でで一一安安心心。。 
そそののああとと歯歯のの磨磨きき方方ののチチェェッッククががあありりままししてて、、「「そそんんななにに
チチカカララをを入入れれなないいでで！！」」とと歯歯科科衛衛生生士士ささんんががおおっっししゃゃいいまま
ししたた。。「「歯歯ブブララシシはは鉛鉛筆筆をを持持つつよよううにに……」」ととののこことと。。 
ななるるほほどど。。指指２２、、３３本本でで歯歯ブブララシシをを持持っってて軽軽くく毛毛先先をを歯歯
にに当当ててるるとと、、歯歯のの間間にに毛毛先先がが入入っってていいくくののがが感感じじらられれてて、、
歯歯磨磨ききがが楽楽ししくくななりりままししたた！！ 

緑が丘でダンス教室を開いている
「いわもちダンス・スタジオ」さんの
ダンスのお話を掲載します。（編集室）

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話（（44449999）） 

  

））
第第 4488話話   

スストトレレススとと病病気気 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師  鍼灸ささき・院長。

高松で鍼灸治療院を開いています。

趣味はトライアスロンです。

ダダダダンンンンススススとととと歯歯歯歯磨磨磨磨きききき？？ 

ダダ
ンン
スス
でで
はは
、、 

チチ
カカ
ララ
をを
入入
れれ
なな
いい

よよ
うう
にに
踊踊
るる
。。

ととこころろでで、、頭頭のの重重ささはは約約６６kkgg、、片片腕腕のの

重重ささはは約約 55kkggああるるとと言言わわれれてていいまますす。。 

とといいううここととはは、、身身体体はは、、そそれれららのの重重いい

物物をを動動かかししてていいるるここととににななりりまますす。。凄凄いい

ここととでですす。。 

そそれれでで、、無無意意識識ににいいつつもも、、身身体体ににチチカカ

ララがが入入っっててししままううののかかもも。。 

連載

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 第第 3322話話 駆駆けけ込込みみ寺寺 

阿阿部部 店店長長 ささんん 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売
スタイル。西松園と高松４丁目でファミリーマートを経営され
ている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。（編集室）

実実はは、、ダダンンススもも、、歯歯磨磨ききとと同同じじでで、、チチカカララをを入入れれなないいよよううににすするるここととがが大大切切
でですす。。ダダンンススののとときき、、脚脚はは床床でで使使いいまますすがが、、腕腕やや手手ははリリララッッククススでですす。。そそののせせ
いいでで、、握握手手（（ココネネククシショョンン））すするるとと、、相相手手のの小小ささなな動動ききままでで感感じじらられれまますす。。 
たたままにに、、息息ををゆゆっっくく～～りり吐吐ききななががらら、、肩肩のの力力をを抜抜いいててみみててくくだだささいい！！！！ 
「「腕腕のの重重ささ」」をを感感じじるるここととががででききまますす（（笑笑））。。 

～～～～  社社社社交交交交ダダダダンンンンススススででででココココミミミミュュュュニニニニケケケケーーーーシシシショョョョンンンン  ～～～～  楽楽楽楽ししししくくくく健健健健康康康康にににに  ♪♪♪♪  

おおおお手手手手軽軽軽軽  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン    1111月月月月ススススタタタターーーートトトト
週週 11回回××33カカ月月（（ 1122回回 ））でで、、44種種目目 踊踊れれまますす。。 （（ \\ 1133,,220000 // 1122回回 ）） 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金 1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝 1111：：0000～～1188：：0000 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん

ＰＰ 

アアネネッッククスス 
カカワワトトククささんん

ママルルイイチチささんん 

初初心心者者ココーースス（（ 金金 ）） 1111::0000 ～～ 又又はは（（ 金金 ））1188::3300 ～～ 11回回 5555分分 

体体験験レレッッススンン無無料料   

おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  
ＴＴＥＥＬＬ ００１１９９－－６６６６４４－－００００６６６６ 

体体ににチチカカララがが入入っっててししままうう理理由由？？ 



最最
近近
はは
、、「「
ササ
ウウ
ナナ
ーー
」」
なな
んん
てて
いい

うう
言言
葉葉
もも
ああ
るる
くく
らら
いい
ササ
ウウ
ナナ
がが
流流

行行
っっ
てて
いい
まま
すす
よよ
ねね
。。 

ササ
ウウ
ナナ
でで
「「
ササ
ウウ
ナナ
ハハ
ッッ
トト
」」
をを

見見
るる
ここ
とと
もも
ああ
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし

ょょ
うう
かか
？？ 

通通
常常
ササ
ウウ
ナナ
のの
温温
度度
はは
、、
8800
℃℃
～～

9900
℃℃
ああ
りり
まま
すす
。。 

髪髪
のの
毛毛
はは
、、
濡濡
れれ
てて
いい
るる
とと
大大
体体

6600
℃℃
くく
らら
いい
かか
らら
ダダ
メメ
ーー
ジジ
をを
受受
けけ

るる
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
るる
のの
でで
、、
8800
℃℃
だだ

とと
、、
結結
構構
高高
いい
温温
度度
でで
、、
影影
響響
がが
ああ

りり
まま
すす
よよ
ねね
。。 

補補
聴聴
器器
にに
、、
どど
んん
なな
印印
象象 

 

耳耳
がが
遠遠
いい
人人
・・
難難
聴聴
者者
がが
使使
うう
商商
品品
・・
高高
額額
。。 

昔昔
のの
様様
なな
状状
態態
にに
耳耳
がが
聞聞
ここ
ええ
るる
？？  

逆逆
にに
、、
「「
ああ
まま
りり
よよ
いい
印印
象象
」」
をを
持持
っっ
てて
いい

なな
いい
方方
もも
中中
にに
はは
いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ

ぅぅ
かか
。。 メメ

ーー
カカ
ーー
もも
考考
ええ
てて
いい
まま
すす 

 

人人
にに
よよ
っっ
てて
はは
「「
補補
聴聴
器器
」」
にに
見見
てて
もも
らら
ええ

なな
いい
程程
「「
色色
・・
形形
」」
をを
工工
夫夫
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
んん
なな
事事
例例
もも
ああ
っっ
たた
様様
でで
すす
。。 

相相
手手
がが
「「
ああ
なな
たた
」」
どど
のの
様様
にに
受受
けけ
取取
っっ
てて

見見
てて
いい
るる
のの
かか
とと
いい
うう
視視
点点
。。 

なな
んん
らら
対対
応応
もも
しし
なな
いい
、、
周周
りり
のの
助助
言言
もも
一一

切切
聞聞
きき
入入
れれ
るる
耳耳
をを
もも
たた
なな
いい
人人
、、
とと
。。 

前前
向向
きき
、、
周周
りり
のの
助助
言言
をを
聞聞
きき
入入
れれ
素素
直直
にに

早早
めめ
にに
「「
使使
いい
はは
じじ
めめ
たた
人人
」」。。 

人人
はは
どど
ちち
らら
をを
「「
好好
印印
象象
」」
でで
受受
けけ
止止
めめ
るる

のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

※※
購購
入入
者者
談談 

きき
ここ
ええ
はは
心心
のの
ビビ
タタ
ミミ
ンン
剤剤 

 

おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
読読
者者
のの
皆皆
ささ
んん
はは
いい
かか

がが
おお
過過
ごご
しし
でで
しし
ょょ
うう
かか
、、
おお
変変
りり
御御
座座
いい
まま
せせ

んん
かか
。。 

今今
日日
はは
私私
がが
メメ
ーー
カカ
ーー
にに
採採
用用
ささ
れれ
たた
当当
時時
のの

おお
話話
かか
らら
。。
本本
社社
でで
のの
研研
修修
期期
間間
もも
無無
事事
にに
終終
ええ

「「
イイ
ザザ
」」
実実
際際
のの
おお
取取
引引
先先
ささ
まま
巡巡
りり((

相相
談談
会会
応応

援援
含含
むむ))

をを
専専
務務
とと
同同
行行
しし
たた
時時
のの
おお
話話
でで
すす
。。 

既既
にに
ごご
購購
入入
ささ
れれ
使使
っっ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
いい
るる
おお

客客
様様
へへ
のの
アア
フフ
タタ
ーー((

掃掃
除除
・・
点点
検検
・・
必必
要要
にに
応応
じじ

てて
のの
再再
調調
整整))

時時
のの
出出
来来
事事
。。 

担担
当当
しし
たた
おお
客客
様様
かか
らら
突突
然然
、、「「
聞聞
ここ
ええ
なな
いい
のの

でで
」」
調調
整整
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
とと
。。 

ええ
っっ
！！
？？ 

なな
んん
のの
事事
！！
？？  

聞聞
ここ
ええ
てて
るる
んん
じじ
ゃゃ
なな
いい
のの((

私私))

。。 

一一
瞬瞬
金金
縛縛
りり
にに
ああ
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。 

詳詳
しし
くく
話話
をを
伺伺
いい
まま
しし
たた
所所
「「
聞聞
ここ
ええ
なな
いい((

聞聞

きき
取取
れれ
なな
いい))

」」
ここ
とと
がが
ああ
るる
かか
らら
とと
のの
事事
。。 

購購
入入
しし
てて
付付
けけ
ささ
ええ
すす
れれ
ばば
昔昔
のの
様様
にに
、、
直直
ぐぐ

にに
よよ
くく
なな
んん
でで
もも
聞聞
ここ
ええ
るる((

聞聞
きき
取取
れれ
るる))

とと
思思

わわ
れれ
てて
いい
たた
。。 

実実
はは
ここ
のの
私私
もも
ここ
のの
事事
件件
がが
ああ
るる
まま
でで
はは
そそ
のの

一一
人人
でで
しし
たた
。。
おお
恥恥
ずず
かか
しし
いい
限限
りり
でで
すす
。。 

髪髪
のの
毛毛
はは
、、
ダダ
メメ
ーー
ジジ
をを
受受
けけ
るる

とと
、、
乾乾
燥燥
しし
てて
パパ
ササ
つつ
きき
のの
原原
因因
にに

なな
りり
まま
すす
。。 

そそ
うう
いい
っっ
たた
意意
味味
でで
、、
直直
接接
、、
温温

度度
かか
らら
髪髪
をを
守守
っっ
てて
くく
れれ
るる
ササ
ウウ
ナナ

ハハ
ッッ
トト
はは
有有
効効
的的
なな
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。 

頭頭
皮皮
にに
対対
しし
てて
もも
効効
果果
的的
なな
のの

でで
、、
ササ
ウウ
ナナ
ハハ
ッッ
トト
でで
なな
くく
てて
もも
、、

タタ
オオ
ルル
をを
巻巻
くく
なな
どど
のの
工工
夫夫
をを
すす
るる

とと
良良
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

男男
のの
人人
はは
、、
辛辛
くく
てて
もも
仕仕
事事
をを
続続
けけ
るる
役役
割割
をを
背背
負負
っっ

てて
いい
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
かか
？？
早早
くく
禿禿
（（
はは
））
げげ
てて
しし
まま
うう
。。 

知知
りり
合合
いい
のの
人人
のの
話話
でで
すす
がが
、、
引引
きき
ココ
モモ
りり
のの
息息
子子
ささ

んん
にに
向向
かか
っっ
てて
「「
無無
理理
しし
なな
くく
てて
いい
いい
」」
とと
言言
っっ
てて
放放
っっ

てて
おお
いい
たた
らら
しし
いい
。。
すす
るる
とと
、、
息息
子子
ささ
んん
はは
仕仕
事事
にに
就就
いい

てて
職職
場場
でで
知知
りり
合合
っっ
たた
女女
性性
とと
結結
婚婚
まま
でで
しし
てて
楽楽
しし
くく
暮暮

らら
しし
てて
いい
るる
。。 

ここ
のの
例例
のの
よよ
うう
にに
、、
本本
当当
にに
ヤヤ
ババ
いい
とと
思思
っっ
たた
らら
、、
今今

のの
仕仕
事事
をを
辞辞
めめ
てて
少少
しし
楽楽
なな
仕仕
事事
にに
就就
くく
ここ
とと
でで
すす
。。 

奥奥
ささ
んん
やや
子子
どど
もも
がが
「「
おお
父父
ささ
んん
、、
ゆゆ
っっ
くく
りり
しし
よよ
うう

よよ
」」
とと
言言
っっ
てて
くく
れれ
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。
ここ
れれ
がが
第第
一一
のの

「「
男男
のの
解解
放放
」」。。 

ああ
るる
大大
学学
のの
先先
生生
がが
次次
のの
よよ
うう
にに
書書
いい
てて
いい
まま
しし
たた
。。

「「
男男
性性
のの
役役
割割
はは
、、
イイ
イイ
企企
業業
にに
勤勤
めめ
てて
イイ
イイ
収収
入入
をを
持持

っっ
てて
くく
るる
ここ
とと
。。
かか
くく
言言
うう
私私
（（
先先
生生
ごご
自自
身身
のの
ここ
とと
））

もも
、、
実実
はは
、、
元元
カカ
ノノ
にに
『『
ちち
ゃゃ
んん
とと
就就
活活
やや
っっ
てて
るる
のの
？？
』』

とと
かか
言言
わわ
れれ
てて
、、
最最
後後
はは
三三
行行
半半
（（
みみ
くく
だだ
りり
はは
んん
））
をを

突突
きき
付付
けけ
らら
れれ
たた
。。」」 

ここ
れれ
くく
らら
いい
シシ
ビビ
アア
にに
しし
なな
いい
とと
生生
きき
てて
行行
けけ
なな
いい

とと
、、
女女
はは
思思
っっ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

ささ
てて
、、
ああ
なな
たた
！！
そそ
のの
女女
のの
人人
のの
ここ
とと
をを
想想
っっ
てて
いい
るる

んん
でで
しし
ょょ
？？
だだ
っっ
たた
らら
、、
そそ
のの
人人
にに
対対
しし
てて
責責
任任
をを
もも
っっ

てて
最最
後後
まま
でで
尽尽
くく
すす
べべ
きき
でで
すす
。。
ここ
れれ
がが
第第
二二
のの
「「
男男
のの

解解
放放
」」。。
そそ
のの
昔昔
、、
ワワ
タタ
シシ
のの
先先
輩輩
（（
男男
性性
））
がが
言言
いい
まま
しし

たた
。。「「
結結
婚婚
はは
、、
慈慈
善善
事事
業業
みみ
たた
いい
なな
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
るる
。。」」 

そそ
のの
先先
輩輩
ささ
んん
はは
、、
当当
時時
好好
きき
だだ
っっ
たた
女女
のの
人人
とと
別別
れれ

てて
、、
何何
故故
かか
、、
別別
のの
女女
のの
人人
とと
結結
婚婚
しし
たた
。。 

結結
婚婚
しし
たた
ほほ
うう
のの
女女
性性
とと
恋恋
愛愛
しし
てて
、、
たた
ぶぶ
んん
、、
いい
っっ

とと
きき
弾弾
けけ
たた
んん
でで
すす
よよ
。。
結結
婚婚
しし
たた
ほほ
うう
のの
女女
のの
人人
とと
肌肌

をを
つつ
きき
合合
わわ
せせ
るる
ここ
とと
でで
、、
いい
っっ
とと
きき
はは
シシ
アア
ワワ
セセ
だだ
っっ

たた
はは
ずず
。。 

おお
付付
きき
合合
いい
のの
根根
っっ
子子
にに
はは
、、
そそ
～～
ゆゆ
～～
、、
弾弾
けけ
るる
「「
何何

かか
」」
がが
ああ
っっ
たた
はは
ずず
。。
そそ
しし
てて
、、
男男
なな
らら
、、
最最
後後
まま
でで
、、

そそ
のの
責責
任任
をを
果果
たた
すす
。。「「
責責
任任
をを
果果
たた
すす
っっ
てて
、、
そそ
れれ
でで
はは

『『
解解
放放
』』
にに
なな
っっ
てて
いい
なな
いい
！！
」」
でで
すす
っっ
てて
？？ 

男男
性性
のの
ああ
なな
たた
ここ
そそ
、、
勝勝
手手
なな
ここ
とと
をを
言言
いい
なな
ささ
んん
なな
。。 

そそ
うう
そそ
うう
、、
ここ
のの
新新
聞聞
のの
巻巻
頭頭
詩詩
・・
・・
・・「「
ここ
のの
人人
にに
違違

いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに
、、
ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ

たた
らら
シシ
アア
ワワ
セセ
。。 

そそ
うう
なな
んん
でで
すす
。。
そそ
んん
なな
出出
会会
いい
がが
ああ
っっ
たた
人人
はは
、、
一一

生生
モモ
ノノ
のの
弾弾
けけ
るる
「「
何何
かか
」」
をを
得得
てて
いい
るる
。。
なな
のの
でで
、、「「
責責

任任
」」
のの
意意
識識
なな
どど
無無
くく
てて
もも
自自
然然
にに
弾弾
けけ
らら
れれ
まま
すす
。。 

でで
すす
のの
でで
、、
私私
はは
、、
ここ
のの
巻巻
頭頭
詩詩
にに
激激
しし
くく
共共
感感
しし
まま

しし
たた
。。
激激
しし
くく
共共
感感
。。
ハハ
ゲゲ
キキ
ョョ
。。
禿禿
（（
はは
げげ
））
のの
ここ
とと

でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
よよ
。。
なな
んん
てて
ねね
。。 

知知
らら
れれ
たた
くく
なな
いい 

 

相相
手手
にに
「「
どど
のの
様様
にに
見見
らら
れれ
るる
」」
「「
どど
のの
様様

にに
思思
わわ
れれ
るる
」」
とと
考考
ええ
、、
躊躊
躇躇
しし
てて
しし
まま
うう
。。 

 

補補
聴聴
器器
はは
医医
療療
器器
具具
のの
区区
分分
でで
すす

 

まま
ずず
はは
耳耳
鼻鼻
科科
をを
受受
診診
しし
てて
欲欲
しし
いい
のの
でで
すす
。。 

ここ
ちち
らら
のの
エエ
リリ
アア
のの
先先
生生
方方
はは
「「
補補
聴聴
器器
相相
談談

医医
」」
とと
いい
うう
資資
格格
をを
取取
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

身身
体体
のの
面面
・・
補補
聴聴
器器
活活
用用
のの
面面
かか
らら
総総
合合
的的
なな

「「
アア
ドド
ババ
イイ
スス
・・
助助
言言
」」
「「
診診
療療
情情
報報
提提
供供
書書
」」

なな
どど
をを
発発
行行
しし
てて
下下
ささ
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

例例
ええ
ばば
ここ
のの
書書
類類
をを
元元
にに
補補
聴聴
器器
をを
購購
入入
ささ

れれ
たた
場場
合合
にに
はは
、、
医医
療療
費費
控控
除除
をを
受受
けけ
るる
事事
がが
でで

きき
たた
りり
とと
、、
買買
うう
側側
のの
メメ
リリ
ッッ
トト
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

※※
詳詳
細細
にに
つつ
いい
てて
はは
別別
途途
ごご
確確
認認
をを
。。 

 国国
民民
生生
活活
セセ
ンン
タタ
ーー
にに
おお
いい
てて
はは

 

聞聞
ここ
ええ
がが
悪悪
いい
とと
感感
じじ
たた
らら
・・
・・
・・「「
補補
聴聴
器器

トト
ララ
ブブ
ルル
をを
防防
ぎぎ
まま
しし
ょょ
うう
」」
とと
表表
記記
ささ
れれ
たた
パパ

ンン
フフ
レレ
ッッ
トト
ＰＰ
ＤＤ
ＦＦ
がが
同同
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
ホホ
ーー
ムム

ペペ
ーー
ジジ
上上
でで
見見
るる
事事
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

そそ
ここ
にに
はは
、、
まま
ずず
耳耳
鼻鼻
咽咽
喉喉
科科
をを
受受
診診
しし
まま
しし

ょょ
うう
とと
もも
書書
かか
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

※※
買買
うう
側側
のの
責責
任任
もも
忘忘
れれ
てて
はは
いい
けけ
まま
せせ
んん
。。 

 
※※
メメ
ーー
カカ
ーー
各各
社社
発発
行行
のの
商商
品品
カカ
タタ
ロロ
ググ
、、
他他

関関
連連
のの
書書
籍籍
をを
参参
考考
にに
ささ
せせ
てて
頂頂
きき
まま
しし
たた
。。 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。 

 

 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

第６9話    ササウウナナハハッットトはは髪髪にに良良いいののかか？？ 

2010 年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグラン

プリ・ジャーナル賞、2012年ミルボ

ン・デザイナーズアビリティー最高

賞、2018年ジャパンへアドレッシン

グ・アワード北海道・東北エリア・

ノミネートなど多数受賞。

『風とａｏの美容室』店主。

中中
なか

舘舘
だて

 弥弥
や

寿寿
す

夫夫
お

 ささんん 

中舘さんがおっしゃいました。「だれもが『自分の髪で

生きていく』と決めていますよね。でも、意外と知ら

ないんですよ、自分の髪と頭皮のこと」（編集室）

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

第第 3344話話（（番番外外編編）） 補補聴聴器器をを使使うう事事はは、、「「避避けけたたいい」」事事？？ 
連連載載 
（（アアッッププデデーートト版版）） 

知ったら優しくしちゃう、髪のこと

髪と頭皮と

私

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。リニュアルしました。
田中さんのお父様も補聴器を使用中だそうです。「まず不安の解決、そして次に、
喜んでもらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。
そのアップデート版です。（編集室）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

補補聴聴器器でで取取りり戻戻すす ！！ 

笑笑顔顔ああふふれれるる日日常常生生活活

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出身身。。現現在在、、高高松松

にに奥奥様様とと娘娘様様、、保保護護猫猫７７匹匹ととおお住住ままいい

でですす。。趣趣味味はは読読書書ととカカメメララだだそそううでですす。。 

作家稼業の筆を折られた伊古兄ロタ
さん、「新聞を応援したい」と申して、
創作ノートからのトーク（編集室）。

近郊の神社、写り込ん
でいた有難いお姿。 女女

とと
男男
のの
交交
差差
点点

ロロ
ママ
ンン
チチ
ッッ
クク
・・
トト
ーー
クク

伊伊
古古
兄兄 

ロロ
タタ

第第
55
話話 

ハハ
ゲゲ
キキ
ョョ
？？

男男性性・・短短髪髪のの方方ののおお話話しし。。 

地地区区ででのの集集いいのの際際にに補補聴聴器器をを

付付けけてて参参加加ししたたののでですすがが「「誰誰のの

視視線線もも」」補補聴聴器器・・耳耳にに感感じじななかか

っったた。。 

帰帰りりにに仲仲のの良良いい友友人人にに、、ここちち

ららかからら見見せせたた。。心心がが楽楽ににななっったた。。
（（購購入入者者談談）） 

難難聴聴者者ににととっっててママススクク越越ししのの

会会話話をを聞聞きき取取るるののはは辛辛いいもものの

でで、、避避けけたたくくななるるととのの話話をを伺伺
いいまますす。。（（相相談談者者談談）） 

十割手手打打ちち新新そそばば 

行行者者ニニンンニニククみみそそらら～～めめんん 

岩岩洞洞湖湖レレスストトハハウウスス 
生乳ソフト

ププレレミミアアムム♡♡

019－681-5039（8時～16時）

1122月月ままでで「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘、、見見たたよよ」」でで食食後後ココーーヒヒーー無無料料中中！！店店員員ににおお声声掛掛けけ下下ささいい。。 

十



緑
が
丘
や
盛
岡
市
内
で
見
つ
け
た

素
敵
な
ラ
ン
チ
を
紹
介
し
ま
す
。

1100：：0000 ～～ 2200：：0000 
定定休休日日 火火曜曜日日 

第第 1100回回

「「ホホッッとと一一息息」」 をを求求めめてて ・・・・・・

ラランンチチタタイイムム 放放浪浪記記

青青山山４４－－４４５５－－８８ 

盛盛岡岡店店 
テテイイククアアウウトト専専門門 ☎☎001199--661133--77993300 

知知
るる
人人
ぞぞ
、、
知知
るる
。。 

 

小小
樽樽
「「
なな
るる
とと
ブブ
ララ
ンン
ドド
」」
のの
味味
がが
、、 

何何
とと
、、
何何
とと
、、 

盛盛
岡岡
でで
味味
わわ
ええ
まま
すす
。。 

ザザンンギギ 22個個 773300円円 
ザザンンギギ 33個個 888800円円（（おおかかずず大大盛盛りり）） 

青青山山生生協協 

三三愛愛病病院院 

４４
号号
線線

滝滝
沢沢
方方
面面

運運
動動
公公
園園

上上田田方方面面 

青青
山山
町町
方方
面面

画画
廊廊

PP 

（５）
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、

先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第８８２２回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

ああななたたはは、、どどのの失失神神？？ 

失失
神神
のの
危危
険険
性性 

失失
神神
のの
殆殆
どど
はは
、、
自自
律律
神神
経経
のの
異異
常常
にに

よよ
るる
もも
のの
（（
反反
射射
性性
失失
神神
））
やや
血血
圧圧
調調
節節

機機
能能
のの
異異
常常
にに
よよ
るる
もも
のの
（（
起起
立立
性性
低低
血血

圧圧
））
でで
、、
命命
にに
はは
影影
響響
しし
なな
いい
危危
険険
性性
のの

低低
いい
失失
神神
でで
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
失失
神神
はは
、、
通通
常常
、、
意意
識識
をを
失失

っっ
てて
いい
るる
時時
間間
がが
数数
秒秒
かか
らら
数数
分分
とと
比比

較較
的的
短短
くく
、、
後後
遺遺
症症
をを
残残
ささ
ずず
元元
にに
戻戻
るる

のの
でで
、、
軽軽
くく
考考
ええ
るる
ここ
とと
がが
少少
なな
くく
ああ
りり

まま
せせ
んん
。。 

しし
かか
しし
、、
失失
神神
がが
起起
きき
たた
とと
きき
のの
場場
所所

やや
状状
況況
にに
よよ
っっ
てて
はは
、、
転転
倒倒
にに
よよ
るる
外外

傷傷
、、
入入
浴浴
中中
にに
失失
神神
しし
てて
溺溺
れれ
てて
しし
まま

うう
、、
自自
動動
車車
のの
運運
転転
中中
にに
失失
神神
をを
起起
ここ
しし

てて
交交
通通
事事
故故
をを
起起
ここ
しし
てて
しし
まま
うう
なな
どど
、、

危危
険険
なな
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
突突
然然
死死
にに
いい
たた
るる
心心
臓臓
のの
異異
常常

にに
よよ
るる
もも
のの
（（
心心
原原
性性
失失
神神
））
がが
隠隠
れれ
てて

いい
るる
ここ
とと
がが
ああ
るる
たた
めめ
、、
原原
因因
をを
正正
確確
にに

把把
握握
しし
てて
おお
くく
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
すす
。。 

受受
診診
のの
タタ
イイ
ミミ
ンン
ググ 

どど
のの
タタ
イイ
ププ
でで
失失
神神
しし
たた
のの
かか
はは
、、
心心

電電
図図
なな
どど
のの
検検
査査
がが
必必
要要
でで
すす
。。 

一一
度度
でで
もも
失失
神神
しし
たた
ここ
とと
がが
ああ
っっ
たた

らら
受受
診診
しし
てて
原原
因因
をを
調調
べべ
てて
もも
らら
いい
まま

しし
ょょ
うう 

。。
特特
にに
失失
神神
発発
作作
をを
繰繰
りり
返返
しし
てて
いい
るる

場場
合合
はは
、、「「
早早
急急
なな
受受
診診
」」
をを
おお
勧勧
めめ
しし

まま
すす
。。 

失失
神神
はは
周周
囲囲
でで
他他
人人
がが
見見
てて
いい
なな
いい

とと
、、
どど
のの
程程
度度
のの
時時
間間
倒倒
れれ
てて
いい
たた
のの
かか

がが
分分
かか
りり
まま
せせ
んん
。。 

失失
神神
がが
起起
きき
たた
際際
のの
状状
況況
をを
きき
ちち
んん

とと
把把
握握
しし
、、
医医
師師
にに
説説
明明
でで
きき
るる
よよ
うう
にに

しし
てて
おお
くく
とと
良良
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。 

失失
神神
のの
治治
療療
とと
予予
防防 

失失
神神
でで
はは
、、
前前
駆駆
症症
状状
「「
目目
のの
前前
がが
暗暗

くく
なな
るる
」」「「
血血
のの
気気
がが
引引
くく
感感
じじ
」」「「
ふふ
らら

つつ
きき
」」「「
吐吐
きき
気気
」」「「
冷冷
やや
汗汗
」」
なな
どど
をを
認認

めめ
るる
事事
もも
多多
くく
、、
そそ
のの
時時
点点
でで
すす
ぐぐ
にに
しし

ゃゃ
がが
みみ
ここ
んん
だだ
りり
横横
にに
なな
るる
姿姿
勢勢
をを
とと

るる
ここ
とと
でで
、、
脳脳
血血
流流
のの
低低
下下
をを
防防
ぎぎ
失失
神神

をを
回回
避避
すす
るる
ここ
とと
がが
期期
待待
でで
きき
まま
すす
。。 

治治
療療
はは
失失
神神
のの
原原
因因
にに
よよ
りり
異異
なな
りり

まま
すす
。。 

心心
原原
性性
失失
神神
でで
はは
心心
臓臓
のの
治治
療療
をを
行行

うう
ここ
とと
がが
原原
則則
でで
、、
必必
要要
がが
ああ
れれ
ばば
ペペ
ーー

スス
メメ
ーー
カカ
ーー
やや
植植
ええ
込込
みみ
型型
除除
細細
動動
器器

をを
植植
ええ
込込
みみ
まま
すす
。。 

反反
射射
性性
失失
神神
やや
起起
立立
性性
低低
血血
圧圧
でで
はは

自自
律律
神神
経経
のの
乱乱
れれ
がが
原原
因因
のの
一一
つつ
でで
ああ

るる
たた
めめ
、、
「「
一一
日日
三三
食食
きき
ちち
んん
とと
摂摂
るる
」」

「「
十十
分分
なな
睡睡
眠眠
をを
とと
るる
」」「「
適適
度度
なな
運運
動動
」」

なな
どど
規規
則則
正正
しし
いい
生生
活活
をを
送送
るる
ここ
とと
はは

もも
ちち
ろろ
んん
、、
スス
トト
レレ
スス
をを
溜溜
めめ
込込
まま
なな
いい

よよ
うう
にに
すす
るる
ここ
とと
がが
重重
要要
でで
すす
。。 

失失神神のの原原因因  

失失神神のの原原因因はは大大ききくく、、 
・・「「自自律律神神経経のの異異常常にによよるるもものの（（反反射射性性失失神神））」」 
・・「「血血圧圧調調節節機機能能のの異異常常にによよるるもものの（（起起立立性性低低血血圧圧））」」 
・・「「心心臓臓のの異異常常にによよるるもものの（（心心原原性性失失神神））」」 
・・「「そそのの他他のの異異常常にによよるるもものの」」 
にに分分けけるるここととががででききまますす。。 

失失神神はは一一時時的的にに意意識識ががななくくななるる状状態態ののここととををいいいいまますす。。

血血をを見見たたりり、、怖怖いい経経験験ををししてて失失神神ししててししままっったたとといいうう方方もも

いいるるかかももししれれまませせんん。。 

突突然然にに失失神神ししたたりり、、失失神神がが何何回回もも続続いいたたりりすするるとと「「何何かか

悪悪いい原原因因でで起起ここっってていいるるののででははなないいかか？？」」「「病病院院にに行行っったたほほ
ううがが良良いいかかなな？？」」とと不不安安にになならられれたたりりすするるかかももししれれまませせんん。。 
そそここでで今今回回はは、、失失神神のの一一般般的的なな原原因因やや、、ごご自自身身ででのの適適切切

なな対対処処法法、、医医療療機機関関をを受受診診すするる際際のの目目安安ななどどににつついいててままとと

めめままししたた。。 

●●自自律律神神経経のの異異常常にによよるるもものの（（反反射射性性失失神神）） 

 自自律律神神経経のの乱乱れれがが原原因因ととななりり、、長長時時間間のの立立ちちっっぱぱ

ななししやや、、強強いい痛痛みみにによよるる刺刺激激、、激激ししいい興興奮奮、、精精神神的的

スストトレレススななどどををききっっかかけけにに、、頭頭痛痛・・吐吐きき気気・・ふふららつつ

きき等等をを感感じじたた後後にに失失神神発発作作をを起起ここすすももののでで「「反反射射性性

失失神神」」とと呼呼ばばれれまますす。。 

反反射射性性失失神神はは、、他他にに「「神神経経調調節節性性失失神神」」「「血血管管迷迷走走

反反射射性性失失神神」」とといいうう名名前前でで呼呼ばばれれるるここととももあありりまますす。。

排排尿尿、、排排便便、、咳咳ななどど特特定定のの状状況況でで発発症症すするる場場合合ももああ

りりまますす。。反反射射性性失失神神はは、、失失神神全全体体のの約約 6600％％をを占占めめ、、

失失神神のの原原因因ととししてて最最もも多多いいでですすがが、、怪怪我我ををししななけけれれ

ばば生生命命ににああままりり影影響響ななくく危危険険性性のの低低いい失失神神でですす。。 

 
●●血血圧圧調調節節機機能能のの異異常常にによよるるもものの（（起起立立性性低低血血圧圧）） 

 全全体体のの約約 1155％％をを占占めめるる「「起起立立性性低低血血圧圧」」はは、、名名前前

のの通通りり、、急急にに立立ちち上上ががっったた直直後後にに血血圧圧のの低低下下にによよっっ

てて失失神神発発作作をを起起ここしし倒倒れれててししままううももののでですす。。立立ちちくく

ららみみがが強強くく出出てて倒倒れれててししままううとともも言言ええるるででししょょうう。。 

自自律律神神経経のの障障害害やや長長期期のの臥臥床床、、脱脱水水、、飲飲酒酒ななどどがが

誘誘因因ににななりりまますす。。寝寝たた状状態態のの体体位位ににななれればば症症状状がが消消

ええるる場場合合がが殆殆どどでですす。。 

 
●●心心臓臓のの異異常常にによよるるもものの（（心心原原性性失失神神）） 

 注注意意ししななけけれればばいいけけなないいののはは、、全全体体のの約約 1155％％をを占占

めめるる「「心心原原性性失失神神」」すすななわわちち心心臓臓のの異異常常にによよるる失失神神

でですす。。脈脈がが遅遅くくななるる不不整整脈脈（（徐徐脈脈））やや早早くくななるる不不整整

脈脈（（頻頻脈脈））、、ささららににはは心心臓臓のの弁弁やや心心臓臓のの筋筋肉肉のの異異常常なな

どどがが引引きき金金ととななっってて失失神神をを起起ここしし、、そそののまままま命命にに関関

わわるる発発作作（（突突然然死死））ににななっっててししままうう場場合合ももあありりまますす。。 

 
●●そそのの他他のの異異常常にによよるるもものの 

 残残りりのの 1100％％はは原原因因不不明明やや失失神神類類似似状状態態（（失失神神以以外外

のの一一時時的的なな意意識識障障害害））ななどどでですす。。失失神神類類似似状状態態をを起起

ここすす病病気気ととししててはは、、「「ててんんかかんん」」「「一一過過性性脳脳虚虚血血発発作作」」

「「低低血血糖糖発発作作」」「「心心因因性性失失神神発発作作」」ななどどががあありりまますす。。 

「「失失神神」」ととはは、、一一時時的的にに脳脳のの血血流流がが低低下下すするるここととにによよりり

引引きき起起ここさされれるる一一過過性性のの意意識識消消失失ののここととをを指指ししまますす。。 

「「一一過過性性」」ののたためめ、、通通常常のの場場合合はは、、数数秒秒かからら数数分分以以内内にに

意意識識はは完完全全にに回回復復ししまますす。。一一般般的的なな言言いい方方ををすすれればば「「気気をを

失失うう」」「「気気絶絶すするる」」とといいうう状状態態でですす。。 

そそうういいっったた状状態態をを、、よよくく世世間間でではは「「貧貧血血をを起起ここししたた」」とと

気気軽軽にに言言わわれれたたりりししまますすがが、、ここれれはは、、実実はは正正確確なな表表現現でではは

あありりまませせんん。。本本来来、、貧貧血血ととはは「「血血液液中中ののヘヘモモググロロビビンンがが減減

少少すするるこことと」」をを指指ししまますす。。 

失失神神自自体体はは多多くくのの場場合合はは危危険険ででははあありりまませせんんがが、、そそのの中中

ににはは危危険険なな病病気気がが隠隠れれてていいるるここととももあありりまますす。。 

失失神神ととはは？？ 

盛盛岡岡市市河河南南地地区区のの小小ささなな洋洋食食レレスストトラランンかからら
始始ままっったた『『カカナナンンフフーーズズ』』はは、、地地元元岩岩手手のの““自自然然
のの恵恵みみをを生生かかししたた本本物物作作りり””ををモモッットトーーにに、、愚愚直直
にに安安全全なな““本本物物のの食食””をを追追求求しし続続けけててききままししたた。。 
そそののカカナナンンフフーーズズののハハンンババーーググはは、、手手軽軽にに温温めめ
るるだだけけでで食食べべらられれまますすののでで、、子子供供かかららおお年年寄寄りりまま
ででみみんんなながが笑笑顔顔のの食食卓卓ををつつくくりり出出ししまますす。。 
ぜぜひひ、、ククーーポポンンをを利利用用ししてて、、親親ししいい人人へへのの贈贈りり
物物にに！！ どどううぞぞごご活活用用くくだだささいい。。 

本本本本物物物物ののののハハハハンンンンババババーーーーググググ職職職職人人人人かかかからららら始始始始ままままっっっったたたた歴歴歴歴史史史史

ネネネネッッッットトトトシシシショョョョッッッッププププはははは  
ギギギギフフフフトトトト箱箱箱箱もももも用用用用意意意意  

おおおお近近近近くくくくののののおおおお店店店店ででででもももも、、、、  
おおおお求求求求めめめめででででききききまままますすすす。。。。  

アアネネッッククスス川川徳徳 

カカワワトトクク本本店店、、CCuubbeeⅡⅡ 

ららららいいわわてて 

ククロロスステテララスス食食彩彩工工房房 

前前潟潟イイオオンンももりりおおかかんん 

盛盛岡岡駅駅フフェェザザンンいいろろとといいろろ 

ベベルルフフ山山岸岸店店・・仙仙北北店店 

ママイイヤヤ青青山山店店・・滝滝沢沢店店 

  盛岡で愛されて30年 カカナナンンフフーーズズののハハンンババーーググ 

熨熨
斗斗
のの
文文
字字
もも 

自自
由由
にに
入入
れれ
らら
れれ
まま
すす 

ハハンンババーーググ 
1100個個セセッットト、、55個個セセッットト 



現現
在在
、、
盛盛
岡岡
市市
内内
にに
「「
特特
養養((

特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム))

」」

はは
二二
十十
五五
箇箇
所所
ああ
りり
、、
地地
域域
のの
福福
祉祉
・・
介介
護護
のの
重重
要要
なな
役役
割割

をを
担担
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
特特
養養
にに
はは
地地
域域
貢貢
献献
がが
求求
めめ
らら
れれ
、、
各各

施施
設設
はは
様様
々々
にに
独独
自自
のの
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
特特
養養
なな
のの
りり
」」
のの
一一
例例
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

当当
施施
設設
はは
山山
岸岸
地地
区区
にに
隣隣
接接
しし
たた
約約
7700

hhaa
のの
里里
山山
のの
中中

にに
位位
置置
しし
てて
いい
まま
すす
がが
、、
敷敷
地地
内内
にに
はは
入入
居居
施施
設設
のの
ほほ
かか
にに
、、

野野
球球
ググ
ララ
ンン
ドド
、、
ピピ
ザザ
窯窯
、、
ババ
ーー
ベベ
キキ
ュュ
ーー
ハハ
ウウ
スス((

屋屋
外外
休休

憩憩
棟棟))
なな
どど
のの
設設
備備
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
いい
ずず
れれ
もも
地地
域域
のの
方方
々々
にに

無無
料料
でで
開開
放放
、、
毎毎
年年
、、
町町
内内
会会
やや
子子
供供
会会
なな
どど
がが
利利
用用
しし
てて

いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、
野野
球球
ググ
ララ
ンン
ドド
はは
、、
週週
末末
にに
はは
地地
元元
のの
リリ

トト
ルル
リリ
ーー
ググ
・・
山山
岸岸
タタ
イイ
ガガ
ーー
スス
のの
練練
習習
やや
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
ゴゴ

ルル
フフ
にに
もも
使使
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
（（
ちち
なな
みみ
にに
、、
何何
とと
、、
メメ
ジジ

ャャ
ーー
リリ
ーー
ガガ
ーー
大大
谷谷
翔翔
平平
もも
リリ
トト
ルル
リリ
ーー
ググ
時時
代代
にに
ここ
のの
球球

場場
でで
試試
合合
実実
績績
がが
ああ
りり
まま
すす
））。。 

「「
なな
のの
りり
」」
でで
はは
、、
里里
山山
のの
森森
をを
活活
用用
しし
たた
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク

トト
にに
もも
取取
りり
組組
んん
でで
いい
まま
すす
。。
荒荒
れれ
たた
里里
山山
のの
再再
生生
、、
間間
伐伐

のの
実実
施施
やや
、、
地地
域域
のの
方方
々々
やや
保保
育育
園園
児児
、、
幼幼
稚稚
園園
児児
のの
参参
加加

にに
よよ
るる
自自
然然
散散
策策
、、
木木
工工
教教
室室
、、
しし
いい
たた
けけ
植植
菌菌
体体
験験
なな
どど

のの
イイ
ベベ
ンン
トト
もも
開開
催催
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
なな
のの
りり
」」
のの
施施
設設
開開
放放
、、
里里
山山
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
なな
どど
にに

はは
毎毎
年年
約約
１１
千千
人人
がが
参参
加加
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

そそ
れれ
以以
外外
にに
もも
、、
生生
活活
困困
窮窮
者者
のの
支支
援援
活活
動動
へへ
のの
参参
加加
（（
ＩＩ

ＷＷ
ＡＡ
ＴＴ
ＥＥ
ああ
んん
しし
んん
ササ
ポポ
ーー
トト
事事
業業
、、
県県
社社
協協
主主
催催
事事
業業
））

やや
出出
前前
健健
康康
教教
室室
のの
開開
催催
なな
どど
のの
活活
動動
にに
もも
取取
りり
組組
んん
でで
いい

まま
すす
。。 

ここ
のの
よよ
うう
にに
現現
在在
、、
特特
養養
はは
従従
来来
のの
入入
居居
施施
設設
とと
しし
てて
のの

役役
割割
にに
加加
ええ
、、
地地
域域
住住
民民
のの
多多
様様
なな
ニニ
ーー
ズズ
にに
対対
応応
、、
課課
題題

解解
決決
にに
向向
けけ
創創
意意
工工
夫夫
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

是是
非非
、、
私私
たた
ちち
のの
活活
動動
にに
ごご
注注
目目
下下
ささ
いい
。。 

（（
特特
養養
「「
なな
のの
りり
のの
杜杜
」」
事事
務務
主主
任任 

北北
村村 

光光
敬敬
）） 

相相
変変
わわ
らら
ずず
、、
まま
たた
出出
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
昔昔
のの
名名
前前
でで
出出
てて
いい
まま
すす
」」
とと
いい
うう
演演
歌歌
がが

ああ
りり
まま
しし
たた
ねね
。。
そそ
れれ
にに
似似
てて
いい
まま
すす
。。
♪♪ 

～～

ああ
なな
たた
がが
探探
しし
てて
くく
れれ
るる
のの 

待待
つつ
わわ
～～ 

♪♪ 

そそ
のの
曲曲
をを
聴聴
いい
てて
、、
ここ
のの
歳歳
にに
なな
っっ
てて
思思
いい
当当

たた
りり
まま
しし
たた
。。 

ああ
るる
日日
のの
ここ
とと
、、
友友
人人
がが
悲悲
しし
げげ
なな
顔顔
でで
言言
うう

のの
でで
すす
。。
スス
ーー
パパ
ーー
でで
、、
無無
料料
のの
飲飲
料料
水水
をを
得得
るる

たた
めめ
にに
列列
にに
並並
んん
でで
いい
たた
とと
きき
のの
ここ
とと
だだ
そそ
うう
でで

すす
。。
無無
料料
水水
をを
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トト
ルル
にに
入入
れれ
てて
いい
たた
旦旦
那那
ささ
んん

にに
向向
かか
っっ
てて
、、
奥奥
様様
らら
しし
きき
方方
がが
別別
のの
ボボ
トト
ルル
をを

差差
しし
出出
しし
てて
「「
ここ
れれ
にに
もも
水水
をを
入入
れれ
てて
おお
いい
てて
！！
」」

とと
列列
にに
もも
並並
ばば
ずず
にに
言言
っっ
たた
とと
かか
。。 

友友
人人
がが
言言
うう
にに
はは
、、
そそ
んん
なな
とと
きき
、、
つつ
くく
づづ
くく

他他
人人
様様
のの
ここ
とと
がが
嫌嫌
いい
にに
なな
るる
そそ
うう
でで
すす
。。
大大
声声

でで
難難
詰詰
しし
てて
ヤヤ
リリ
タタ
イイ
。。
でで
もも
、、
言言
いい
争争
いい
なな
んん

かか
しし
たた
らら
、、
自自
分分
のの
身身
がが
持持
たた
なな
いい
。。
かか
とと
言言
っっ

てて
、、
腹腹
立立
たた
しし
くく
てて
仕仕
方方
がが
無無
いい
。。
自自
縄縄
自自
縛縛
・・
・・
・・
。。 

思思
うう
のの
でで
すす
がが
、、
そそ
んん
なな
とと
きき
一一
番番
イイ
イイ
のの
はは
、、

そそ
のの
出出
来来
事事
をを
忘忘
れれ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。「「
でで
もも
、、
忘忘
れれ

らら
れれ
なな
いい
！！
」」
とと
友友
人人
はは
叫叫
びび
まま
すす
。。 

なな
らら
ばば
、、
ここ
うう
考考
ええ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

イイ
ロロ
イイ
ロロ
なな
人人
がが
いい
まま
すす
。。
色色
んん
なな
考考
ええ
方方
・・

色色
んん
なな
行行
動動
をを
すす
るる
方方
がが
いい
るる
のの
でで
すす
。。
いい
ちち
いい

ちち
、、
腹腹
をを
立立
てて
なな
ささ
んん
なな
！！ 

すす
るる
とと
友友
人人
がが
反反
論論
しし
まま
すす
。。「「
公公
共共
心心
のの
カカ
ケケ

ララ
もも
無無
いい
のの
でで
すす
かか
ねね
？？
ここ
んん
なな
人人
たた
ちち
ばば
かか
りり

だだ
かか
らら
、、
世世
界界
はは
、、
争争
いい
のの
渦渦
のの
中中
なな
んん
だだ
わわ
。。」」 

でで
もも
、、
そそ
うう
言言
うう
ああ
なな
たた
（（
＝＝
友友
人人
のの
ここ
とと
））

ここ
そそ
、、「「
自自
分分
勝勝
手手
なな
御御
仁仁
」」
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。「「
他他

人人
様様
のの
気気
持持
ちち
がが
分分
かか
っっ
てて
いい
なな
いい
！！
」」
とと
。。 

「「
まま
ささ
かか
！！ 

私私
はは
、、
思思
いい
やや
りり
のの
ああ
るる
世世
のの

中中
にに
なな
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと
願願
っっ
てて
いい
まま
すす
！！
」」 

そそ
うう
でで
しし
たた
かか
。。
なな
らら
ばば
、、
ここ
うう
考考
ええ
るる
のの
はは

如如
何何
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

そそ
のの
他他
人人
様様
のの
ここ
とと
をを
「「
不不
憫憫
（（
ふふ
びび
んん
））
なな

方方
」」
とと
思思
うう
のの
でで
すす
。。
ここ
のの
場場
合合
、、
自自
分分
をを
一一
段段

高高
いい
立立
場場
にに
置置
くく
のの
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
よよ
。。 

共共
にに
対対
等等
なな
立立
場場
とと
しし
てて
もも
、、
他他
人人
様様
のの
ここ
とと

がが
「「
不不
憫憫
（（
ふふ
びび
んん
））」」
にに
思思
ええ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま

すす
よよ
ねね
。。
でで
もも
、、
そそ
のの
、、
一一
見見
「「
不不
憫憫
」」
なな
人人
はは
、、

自自
分分
のの
作作
法法
にに
従従
っっ
てて
一一
生生
懸懸
命命
生生
きき
てて
いい
るる
。。 

世世
のの
中中
、、
万万
事事
がが
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
なな
んん
でで
すす
。。 

みみ
なな
ささ
んん
、、
自自
分分
のの
「「
流流
儀儀
」」
にに
従従
っっ
てて
必必
死死

にに
生生
きき
てて
いい
るる
。。
だだ
かか
らら
、、
そそ
のの
ここ
とと
をを
「「
分分
かか

っっ
てて
」」
ああ
げげ
まま
しし
ょょ
うう
・・
・・
・・
。。 

でで
すす
がが
、、
ここ
のの
異異
見見
をを
聞聞
いい
たた
友友
人人
はは
口口
をを
尖尖

らら
せせ
まま
しし
たた
。。 

「「
おお
めめ
でで
たた
いい
ここ
とと
。。
ああ
なな
たた
、、
宗宗
教教
でで
もも
始始

めめ
たた
らら
？？ 

そそ
うう
、、
新新
宗宗
教教
のの
ネネ
ーー
ミミ
ンン
ググ
はは
、、

不不
憫憫
（（
ふふ
びび
んん
））
教教
。。
ＨＨ
子子
にに
フフ
ササ
ワワ
しし
いい
。。
ＨＨ

はは
『『
ふふ
びび
んん
＝＝
ＨＨ
ｕｕ
ｂｂ
ｉｉ
ｎｎ
』』
のの
ＨＨ
。。」」 

ぎぎ
ゃゃ
ふふ
んん
（（
泣泣
））。。 

 
 
 
 
 
 
 

（（
ＨＨ
子子
）） 

丘丘のの上上のの 迷迷迷迷探探偵偵 
間間違違いい探探しし 
ククイイズズ 

小小雨雨のの舗舗道道（（緑緑がが丘丘・・一一里里塚塚のの辺辺りり））

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

第第７７話話  特特養養のの社社会会貢貢献献ににつついいてて 

福祉の取り組みも進んでいます。上米内
の特別養護老人ホーム「なのりの杜」の
スタッフさんが綴ります。（編集室）。

連載 介介護護のの話話

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

新連載

ハガキに、住所、氏名、電話番号を明記の上、「間違い探し」クイズの答え５カ所「①・・・②・・・③・・・④・・・⑤・・・」と記載。葉書のみでの応募。締め切り令和 5年 1月 5日（当日消印有効）。

当選品の発送をもって発表にかえます。個人情報は用途以外に使用いたしません。 応募先 〒020-0611 滝沢市巣子 208番地 31  ＮＰＯ法人 いわて地域活性化フォーラム 「緑が丘しんぶん 丘」編集室 宛

５５カカ所所

第第
2277
話話 

不不
憫憫
（（
ふふ
びび
んん
））
教教 

？？

とと
きき
どど
きき
、、
雨雨
ふふ
りり

読読
者者
かか
らら
のの
エエ
ッッ
セセ
ーー

第第 33 話話  百百日日ののおお祝祝いい 

子子育育ててのの楽楽ししささとと大大変変ささをを交交互互にに味味わわいいななががらら、、ああっっとといいうう間間のの早早ささでで

生生後後 110000日日がが経経ちちままししたた。。産産ままれれててかからら、、たたっったた 110000日日ししかか経経っっててなないいのの

にに、、たたくくささんんのの成成長長をを見見せせててくくれれるる息息子子。。 

首首ももししっっかかりり座座りり、、ママママののここととをを目目でで追追いい、、目目がが合合ううととニニッッココリリ笑笑っってて

くくれれまますす。。おおももちちゃゃもも、、ししっっかかりりとと握握れれるるよよううににももななりりままししたた。。 

そそんんなな息息子子のの 110000日日ののおお祝祝いい、、おお食食いい初初めめをを家家族族でで行行いいままししたた。。 

年年長長者者ででああるるじじぃぃじじ((義義父父))にに、、料料理理をを息息子子のの口口元元にに運運ぶぶ役役ををおお願願いいししたた

ののでですすがが…………。。

実実ははじじぃぃじじ、、抱抱っっここししてて落落ととししたたらら怖怖いいととのの理理由由でで、、

産産ままれれててかかららここのの日日ままでで息息子子をを一一度度もも抱抱っっここししたたこことと

ががあありりまませせんんででししたた。。 

慣慣れれなないい抱抱っっここでで緊緊張張気気味味ななじじぃぃじじ。。そそのの緊緊張張がが伝伝

わわっったたののかか、、不不安安そそううなな顔顔のの息息子子。。記記念念にに撮撮っったた写写真真

はは、、じじぃぃじじもも息息子子もも何何とともも言言ええなないい表表情情ををししてていいまましし

たた((笑笑))。。 

ででもも、、そそんんななぎぎここちちななささもも、、私私ににははととててもも微微笑笑まましし

いい光光景景ででししたた。。息息子子がが大大ききくくななっったたととききにに、、ここのの日日のの

写写真真をを見見ななががららききっっとと笑笑いい話話ににななるるんんだだろろううななああななんん

てて考考ええちちゃゃいいままししたた((ままだだままだだ先先のの話話でですすがが))。。 

ここれれかかららもも初初めめててののイイベベンントトやや色色んんなな記記念念日日ががああるる

とと思思いいまますすがが、、全全部部全全部部大大切切なな思思いい出出ととししててししっっかかりり

残残ししてていいききたたいいななとと思思いいまますす。。（（そそららママママ）） 

読者の娘さん（元保育士）が
子育て中だとか。悲喜こもごも
の「子育て奮闘記」を綴ってく
れます。（編集室）

連載

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

ププレレゼゼンントト品品 

ＱＱＵＵＯＯカカーードド 

（（千千円円分分））  

（（第第 22回回）） 

「「おお食食いい初初めめ」」ににてて。。 

コ
ン
ビ
ニ
・
レ
デ
ィ

ああ
のの
人人
とと 

フフ
ァァ
ミミ
ママ
でで
待待
ちち
合合
わわ
せせ 

一一
緒緒
にに
おお
昼昼
にに
食食
べべ
るる 

おお
むむ
すす
びび
をを
ゲゲ
ッッ
トト
しし
てて 

近近
くく
のの
公公
園園
まま
でで 

ププ
チチ
ドド
ララ
イイ
ブブ 

♪♪ 

 

静静
かか
なな 

季季
節節
のの
訪訪
れれ
をを
探探
しし
にに
・・
・・
・・ 

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 
２２４４時時間間営営業業ししてていいまますす！！ 

西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

ははりり灸灸  ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、ごご相相談談下下ささいい。。

入居申込書はホームページから ⇒⇒

入入居居相相談談はは  ００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））斎斎藤藤、、吉吉田田、、外外川川ままでで

桜桜
台台
方方
面面 

・・松松園園寺寺 

白白百百合合 
学学園園 

松松
園園
団団
地地 

三三
ツツ
割割 

緑緑
がが
丘丘 

山山
岸岸
方方
面面 

県県営営 
野野球球場場 

ななののりりのの杜杜・・ 

杜杜22号号館館・・里里 

高高
松松
方方
面面 

私私たたちちままでで

ユニット型個室 従来型 多床室（４人部屋） ユニット 交流スペース

施施設設見見学学ででききまますす！！ 

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

動画で施設見学出来ます。

・・完完全全予予約約制制（（電電話話でで申申しし込込みみくくだだささいい））    ・・１１回回ああたたりり３３人人ままでで 
・・感感染染対対策策をを徹徹底底ししてて実実施施ししまますす。。（（ママススクク着着用用、、ワワククチチンン接接種種済済みみななどど条条件件有有）） 
・・見見学学箇箇所所のの制制限限有有（（入入居居者者のの生生活活空空間間はは見見れれまませせんん）） ※※詳詳ししくくはは、、申申込込時時にに案案内内ししまますす。。 

入入居居をを 
検検討討ししてていいるる方方 

完完全全 

予予約約制制 

※※申申込込順順ででははあありりまませせんん。。状状況況にによよりり入入居居をを見見送送るる場場合合ががあありりまますす。。 

 
現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室はは、、 
早早めめのの入入居居がが可可能能でですす。。

申申込込みみ 
受受付付中中 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

第第 3311 話話  「「「「ネネネネッッッットトトト詐詐詐詐欺欺欺欺」」」」広広広広告告告告    急急急急増増増増中中中中！！！！ 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

 

皆皆ささんんここんんににちちはは！！ 
YYEESSパパソソココンン学学院院のの江江見見でですす。。 
ととててもも寒寒いい日日がが続続ききまますすねね。。 
紅紅葉葉ももななかかななかか見見にに行行けけずずせせっっかかくくのの秋秋

をを逃逃ししててししままっったた感感じじがが悔悔ややままれれまますす。。 
ささてて、、そそんんなな寒寒いい日日ここそそ家家ででぬぬくくぬぬくくとと

イインンタターーネネッットトをを見見るるののがが日日課課なな私私でですす
がが、、最最近近いいろろんんなな詐詐欺欺ままががいいのの広広告告がが増増ええ
てていいまますす。。 
会会員員のの方方ででもも、、誤誤っってて数数万万円円支支払払っっててしし

ままっったた方方ももおおりりままししたた。。今今回回はは、、「「詐詐欺欺広広告告」」
ににつついいてて説説明明とと対対処処ををおお伝伝ええししまますす。。 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

パパソソココン 人に聞けない 話題題 ン 人に聞けない 話連載

（７）

★★画画面面にに大大ききくく表表示示さされれるる「「ウウイイルルススにに感感染染ししままししたた！！」」

ととのの警警告告はは大大体体詐詐欺欺でですす！！ 

イインンタターーネネッットトででササイイトトをを見見てていいるる時時にに、、いいききななりり「「ウウ

イイルルススにに感感染染ししてていいまますす」」とと警警告告がが表表示示さされれるるここととががああ

りりまますす。。 

ここれれはは「「ササポポーートト詐詐欺欺」」とと呼呼ばばれれるるネネッットト詐詐欺欺のの一一つつ

でですす。。実実際際ににはは、、ウウイイルルススににはは感感染染ししてていいななくくててもも、、偽偽

のの警警告告画画面面をを表表示示すするるここととでで焦焦ららせせ、、結結果果的的ににウウイイルルスス

除除去去ののたためめななどどととししてて、、ココンンビビニニななどどでで電電子子ママネネーーをを購購

入入ししててカカーードド番番号号をを送送るるよよううにに指指示示ししててくくるるののがが主主なな特特

徴徴でですす。。 

おお
スス
スス
メメ 

ＤＤ
ＶＶ
ＤＤ 

傷傷
だだ
らら
けけ
のの
アア
イイ
ドド
ルル 

一一
九九
六六
七七
年年 

公公
開開
／／
イイ
ギギ
リリ
スス 

監監
督督 

ピピ
ーー
タタ
ーー
・・
ワワ
トト
キキ
ンン
ズズ 

主主
演演 

ポポ
ーー
ルル
・・
ジジ
ョョ
ーー
ンン
ズズ 

（（
ああ
らら
すす
じじ
））
スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
はは
、、
世世
界界
的的
なな

アア
イイ
ドド
ルル
歌歌
手手
とと
なな
っっ
てて
いい
たた
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、

そそ
のの
爆爆
発発
的的
なな
人人
気気
はは
、、
取取
りり
巻巻
きき
にに
よよ
っっ
てて

計計
画画
ささ
れれ
たた
組組
織織
的的
宣宣
伝伝
のの
成成
果果
だだ
っっ
たた
。。 

スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
のの
心心
をを
理理
解解
でで
きき
るる
のの
はは
、、

中中
央央
官官
庁庁
かか
らら
派派
遺遺
ささ
れれ
てて
彼彼
のの
肖肖
像像
画画
をを
描描

いい
てて
いい
るる
女女
流流
画画
家家
ババ
ネネ
ッッ
ササ
だだ
けけ
だだ
っっ
たた
。。 

関関
連連
企企
業業
はは
、、
宣宣
伝伝
でで
人人
気気
をを
盛盛
りり
上上
げげ
てて

莫莫
大大
なな
利利
益益
をを
ああ
げげ
てて
いい
たた
。。
スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン

のの
舞舞
台台
にに
若若
者者
がが
熱熱
狂狂
しし
たた
。。 

彼彼
のの
人人
気気
はは
、、
各各
方方
面面
にに
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
くく
。。

宗宗
教教
団団
体体
まま
でで
がが
スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
をを
舞舞
台台
にに
立立

たた
せせ
るる
。。 

信信
仰仰
をを
失失
っっ
たた
英英
国国
民民
にに
、、
彼彼
をを
とと
おお
しし
てて
、、

信信
仰仰
心心
をを
取取
りり
戻戻
ささ
せせ
よよ
うう
とと
しし
たた
。。 

 

スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
はは
大大
観観
衆衆
をを
前前
にに
、、
宗宗
教教
的的

なな
罪罪
のの
許許
しし
をを
乞乞
うう
歌歌
まま
でで
歌歌
うう
・・
・・
・・
。。 

しし
かか
しし
そそ
のの
後後
、、
ババ
ネネ
ッッ
ササ
とと
二二
人人
きき
りり
にに

なな
っっ
たた
スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
はは
、、
自自
分分
がが
神神
のの
よよ
うう

にに
おお
だだ
てて
らら
れれ
てて
いい
くく
口口
惜惜
しし
ささ
をを
ぶぶ
ちち
まま
けけ

るる
のの
だだ
っっ
たた
。。 

そそ
しし
てて
、、
とと
うう
とと
うう
スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
はは
「「
自自

分分
はは
神神
でで
はは
なな
いい
。。
たた
だだ
のの
人人
間間
だだ
」」
とと
公公
のの

場場
でで
怒怒
りり
をを
ここ
めめ
てて
訴訴
ええ
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
ここ
のの
発発
言言
はは
許許
ささ
れれ
なな
いい
ここ
とと
だだ

っっ
たた
。。
フフ
ァァ
ンン
のの
応応
援援
はは
、、
一一
瞬瞬
にに
しし
てて
憎憎
しし

みみ
へへ
とと
変変
わわ
っっ
てて
いい
っっ
たた
。。 

翌翌
日日
のの
テテ
レレ
ビビ
はは
、、
彼彼
をを
、、「「
人人
気気
にに
おお
ぼぼ
れれ
、、

特特
権権
ああ
るる
地地
位位
にに
甘甘
ええ
たた
」」
とと
非非
難難
しし
たた
。。 

そそ
しし
てて
以以
降降
のの
、、
舞舞
台台
・・
テテ
レレ
ビビ
へへ
のの
出出
演演

はは
禁禁
止止
ささ
れれ
たた
。。 

ここ
うう
しし
てて
、、
ママ
スス
ココ
ミミ
のの
力力
でで
人人
気気
のの
絶絶
頂頂

にに
立立
っっ
たた
スス
テテ
ィィ
ーー
ブブ
ンン
はは
、、
同同
じじ
ママ
スス
ココ
ミミ

のの
力力
にに
よよ
っっ
てて
栄栄
光光
のの
座座
かか
らら
叩叩
きき
落落
ささ
れれ
てて

いい
くく
・・
・・
・・
。。 

（（感感想想））無無残残なな気気ががししままししたた。。熱熱狂狂的的ななフファァンン
のの姿姿ににはは笑笑ええまますすがが、、何何かか現現代代的的なな話話ででももああるる
ななああとと思思ええまますす。。 
ヒヒロロイインンがが素素敵敵でで救救わわれれまますす。。アアイイドドルル歌歌手手

ののほほううもも特特権権をを与与ええらられれ堕堕落落ししてていいくく。。祭祭りり上上
げげらられれたた彼彼のの教教祖祖ぶぶりりもも凄凄いい。。ははるるかか昔昔のの作作品品
ととはは言言ええ、、今今のの時時代代ににもも通通じじるるよよううなな話話でですす。。 
劇劇中中のの主主題題歌歌はは、、昔昔、、ググルルーーププササウウンンズズのの

ザザ・・タタイイガガーーススがが歌歌っってていいままししたたねね。。（（編編集集室室））。。 

日日
本本
でで
はは
ソソ
フフ
トト
化化
ささ

れれ
てて
いい
なな
いい
よよ
うう
でで
すす

がが
、、
ネネ
ッッ
トト
かか
らら
はは
、、
散散

見見
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

今今
月月
のの
オオ
スス
スス
メメ
本本 

心心
はは
どど
ここ
にに
消消
ええ
たた
？？ 

著著
者者 

東東
畑畑 

開開
人人 

単単行行本本   ￥￥11,,665500 

KKiinnddllee 版版 ((電電子子書書籍籍)) 

￥￥11,,550000  

22002211//99//33 刊刊 

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
今今
、、
命命
がが
けけ
のの
よよ
うう

なな
生生
活活
をを
しし
てて
いい
るる
人人
がが
いい
まま
すす
。。 

過過
酷酷
なな
働働
きき
方方
をを
見見
聞聞
きき
すす
るる
たた

びび
にに
、、「「
心心
」」
がが
オオ
ロロ
ソソ
カカ
にに
ささ
れれ
てて

いい
るる
時時
代代
のの
よよ
うう
にに
もも
映映
りり
まま
すす
。。 

そそ
れれ
はは
なな
ぜぜ
かか
？？ 

そそ
のの
答答
ええ
をを
求求
めめ
てて
、、「「
心心
」」
をを
巡巡

るる
小小
ささ
なな
物物
語語
。。
著著
者者
がが
そそ
のの
物物
語語

をを
綴綴
りり
まま
すす
。。『『
週週
刊刊
文文
春春
』』
連連
載載
のの

ココ
ララ
ムム
をを
書書
籍籍
化化
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。 

『『
居居
るる
のの
はは
つつ
らら
いい
よよ
』』
でで
「「
大大

佛佛
次次
郎郎
論論
壇壇
賞賞
」」
をを
受受
賞賞
しし
、、
同同
時時

にに
「「
紀紀
伊伊
国国
屋屋
じじ
んん
ぶぶ
んん
大大
賞賞
」」
をを

受受
賞賞
しし
たた
気気
鋭鋭
のの
著著
者者
がが
「「
心心
とと
はは

何何
かか
」」
とと
いい
うう
問問
いい
にに
迫迫
りり
まま
すす
。。 

（（
読読
んん
でで
のの
感感
想想
）） 

現現
代代
のの
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
中中
でで
患患
者者
ささ

んん
かか
らら
知知
りり
得得
たた
話話
題題
がが
掲掲
載載
ささ
れれ

てて
いい
まま
すす
。。 

心心
はは
、、
そそ
のの
人人
のの
中中
にに
複複
数数
ああ
るる
、、

そそ
しし
てて
、、
人人
のの
中中
にに
ああ
るる
もも
のの
でで
もも
なな

くく
てて
、、
そそ
のの
心心
をを
認認
めめ
るる
他他
者者
にに
よよ
っっ

てて
初初
めめ
てて
宿宿
るる
、、
そそ
んん
なな
話話
にに
ジジ
ンン
ワワ

リリ
とと
しし
まま
しし
たた
。。「「
大大
きき
なな
物物
語語
にに
飲飲

みみ
込込
まま
れれ
、、
小小
ささ
なな
物物
語語
がが
見見
ええ
なな
くく

なな
っっ
てて
いい
るる
」」
とと
のの
叙叙
述述
にに
もも
納納
得得
。。 

カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
室室
にに
はは
様様
々々
なな

人人
がが
やや
っっ
てて
きき
てて
、、
小小
ささ
なな
物物
語語
がが
確確

かか
にに
存存
在在
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす
。。 

患患
者者
ささ
んん
はは
、、
自自
分分
がが
なな
ぜぜ
不不
調調
にに

陥陥
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
をを
分分
かか
っっ
てて
いい
るる

積積
りり
でで
いい
るる
がが
、、
著著
者者
（（
他他
者者
））
にに
心心

をを
預預
かか
っっ
てて
もも
らら
うう
ここ
とと
でで
、、
行行
動動
のの

背背
景景
にに
ああ
るる
本本
当当
のの
心心
にに
気気
づづ
いい
てて

いい
くく
らら
しし
いい
でで
すす
。。 

読読
んん
でで
いい
てて
辛辛
いい
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
るる

がが
、、
救救
わわ
れれ
もも
すす
るる
のの
でで
しし
たた
。。 

（（
編編
集集
室室
）） 

臨臨床床心心理理学学者者。。11998833 年年生生ままれれ。。

専専門門はは、、臨臨床床心心理理学学・・精精神神分分

析析・・医医療療人人類類学学。。京京都都大大学学教教育育

学学部部卒卒、、京京都都大大学学大大学学院院教教育育学学

研研究究科科博博士士後後期期課課程程修修了了。。 

東東畑畑
とうはた

 開開人人
かいと

 ささんん 

＜＜対対処処方方法法＞＞ 

絶絶対対ににササポポーートトやや購購入入・・ススキキャャンンボボタタンンをを押押ししててははいいけけまませせんん。。 

イインンタターーネネッットトをを右右上上のの「「××ボボタタンン」」でで閉閉じじれれるる場場合合はは閉閉じじままししょょうう。。 

ももしし全全画画面面にに表表示示さされれ「「××ボボタタンン」」がが押押せせなないい状状態態のの時時はは 

①①AALLTT＋＋FF44 をを押押ししてて閉閉じじれれるるかか確確認認ししまますす 

②②ダダメメなな際際はは CCTTRRLL＋＋AALLTT＋＋デデリリーートトキキーーをを連連打打しし、、画画面面がが切切りり替替わわっったたららタタススククママネネーージジャャーーかからら

ブブララウウザザをを消消ししまますす。。 

③③よよくくわわかかららなないい際際はは WWiinnddoowwssキキーーをを押押しし、、ススタターートトメメニニュューーかかららパパソソココンンをを再再起起動動ししまますす。。 

 

※※再再起起動動後後ネネッットトをを開開いいたた時時にに以以前前ののももののをを復復元元すするるかかメメッッセセーージジがが出出ててききたたらら復復元元ししなないいよようう

おお気気をを付付けけくくだだささいい。。ままたた詐詐欺欺ペペーージジがが復復元元さされれるる可可能能性性ももあありりまますす。。 

「「知知りりたたいい内内容容にに応応じじてて 3300 分分～～11 時時間間程程度度ののレレッッススンン。。入入会会ししてて毎毎月月勉勉強強すするるほほどど

ででももなないいけけれれどど、、今今、、困困っってていいるる！！とといいうう声声ににおお答答ええししたたいい」」ととののここととでですす。。 

ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院 アアスステティィ緑緑がが丘丘校校ささんんままでで 連連絡絡ししててくくだだささいい。。 

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 
第 24 回HHIILLLLSS NNEEWWSS

ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

3300 分分 33,,330000 円円（（税税込込））  

11 時時間間 66,,660000 円円（（税税込込）） 

※※対対応応はは完完全全予予約約制制ととななっってておおりりまますす。。必必ずずおお電電話話ででごご予予約約くくだだささいい。。 

TTEELL..001199--666633--11889900  対対応応時時間間 火火曜曜～～日日曜曜 99：：3300～～1177：：0000  

定定休休日日 毎毎週週月月曜曜、、第第 11･･33 日日曜曜 

パパパパソソソソココココンンンンをををを楽楽楽楽ししししむむむむ！！！！  

ここここだだけけ知知りりたたいい！！とといいうう方方のの為為ののママンンツツーーレレッッススンン 

今どきの教育事情について「能開センター緑が丘校」の先生が綴ります。（編集室）

４４
月月
にに
「「
情情
報報
」」
のの
授授
業業
がが
始始
まま
っっ
てて
かか

らら
夏夏
休休
みみ
前前
まま
でで
はは
、、「「
情情
報報
」」
をを
学学
習習
すす
るる

上上
でで
必必
要要
なな
基基
礎礎
的的
なな
用用
語語
なな
どど
のの
知知
識識

やや
、、「「
情情
報報
リリ
テテ
ララ
シシ
ーー
」」
なな
どど
のの
情情
報報
社社
会会

にに
関関
わわ
るる
ママ
ナナ
ーー
・・
法法
・・
制制
度度
とと
いい
っっ
たた
、、

まま
だだ
一一
問問
一一
答答
のの
暗暗
記記
レレ
ベベ
ルル
でで
対対
応応
でで
きき

るる
内内
容容
がが
ほほ
とと
んん
どど
でで
しし
たた
がが
、、
夏夏
休休
みみ
明明

けけ
かか
らら
はは
本本
格格
的的
にに
ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン
ググ
がが
始始

まま
りり
、、
一一
気気
にに
難難
度度
がが
上上
がが
りり
まま
しし
たた
。。 

テテ
スス
トト
対対
策策
をを
担担
当当
しし
たた
指指
導導
者者
にに
内内
容容

をを
確確
認認
しし
てて
みみ
るる
とと
、、「「
情情
報報
系系
のの
大大
学学
にに
進進

学学
しし
たた
学学
生生
がが
入入
学学
後後
にに
最最
初初
にに
学学
ぶぶ
レレ
ベベ

ルル
のの
内内
容容
」」
とと
のの
ここ
とと
でで
、、
決決
しし
てて
簡簡
単単
なな

もも
のの
でで
はは
なな
いい
レレ
ベベ
ルル
のの
よよ
うう
でで
すす
。。 

試試
作作
問問
題題
をを
見見
てて
みみ
まま
すす
とと
、、
共共
通通
テテ
スス

トト
にに
変変
わわ
っっ
てて
かか
らら
のの
全全
てて
のの
科科
目目
とと
同同
様様

にに
、、
基基
礎礎
的的
なな
知知
識識
をを
問問
うう
問問
題題
もも
ああ
りり
まま

すす
がが
、、
そそ
れれ
らら
をを
考考
察察
・・
活活
用用
すす
るる
力力
をを
問問

わわ
れれ
るる
問問
題題
がが
多多
くく
見見
らら
れれ
まま
すす
。。 

普普
段段
のの
学学
習習
にに
おお
いい
てて
はは
、、
学学
校校
でで
習習
っっ

たた
知知
識識
・・
技技
術術
がが
身身
近近
なな
事事
象象
にに
どど
のの
よよ
うう

にに
活活
用用
ささ
れれ
てて
いい
るる
かか
をを
考考
ええ
てて
みみ
るる
ここ
とと

がが
重重
要要
でで
すす
。。 

ここ
ここ
まま
でで
大大
学学
入入
試試
にに
関関
わわ
るる
「「
情情
報報ⅠⅠ

」」

にに
つつ
いい
てて
話話
をを
しし
てて
きき
まま
しし
たた
がが
、、
現現
時時
点点

でで
はは
実実
際際
にに
大大
学学
入入
試試
にに
導導
入入
すす
るる
かか
どど
うう

かか
はは
大大
学学
ごご
とと
にに
判判
断断
がが
分分
かか
れれ
てて
おお
りり
、、

足足
並並
みみ
がが
そそ
ろろ
っっ
てて
いい
なな
いい
状状
況況
のの
よよ
うう
でで

すす
。。 今今

後後
、、
まま
たた
様様
々々
なな
情情
報報
がが
出出
てて
くく
るる
とと

思思
いい
まま
すす
がが
、、
現現
在在
のの
高高
校校
１１
年年
生生
かか
らら
下下

のの
学学
年年
のの
おお
子子
様様
をを
持持
つつ
保保
護護
者者
のの
方方
はは
、、

少少
しし
アア
ンン
テテ
ナナ
をを
張張
っっ
てて
おお
くく
ここ
とと
をを
おお
スス

スス
メメ
しし
まま
すす
。。 

((

水水
野野
健健
太太 

先先
生生)) 

先先
月月
９９
日日
にに
大大
学学
入入
試試
セセ
ンン
タタ
ーー
かか
らら
令令

和和
７７
年年
度度
のの
共共
通通
テテ
スス
トト
のの
試試
作作
問問
題題
がが
公公

表表
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

新新
聞聞
にに
もも
そそ
のの
問問
題題
がが
掲掲
載載
ささ
れれ
たた
のの
でで
、、

ごご
覧覧
にに
なな
っっ
たた
方方
もも
多多
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

今今
回回
公公
表表
ささ
れれ
たた
内内
容容
はは
、、
新新
学学
習習
指指
導導
要要

領領
をを
踏踏
まま
ええ
たた
各各
科科
目目
のの
試試
作作
問問
題題
でで
、、
現現
在在

のの
高高
校校
１１
年年
生生
がが
大大
学学
をを
受受
験験
すす
るる
令令
和和
７７

年年
１１
月月
のの
共共
通通
テテ
スス
トト
のの
方方
向向
性性
をを
示示
しし
たた

もも
のの
でで
すす
。。 

そそ
のの
中中
でで
もも
今今
回回
のの
一一
番番
のの
注注
目目
はは
、、
現現
在在

のの
高高
校校
１１
年年
生生
かか
らら
必必
修修
化化
ささ
れれ
、、
初初
出出
題題
とと

なな
るる
「「
情情
報報ⅠⅠ

」」
にに
関関
すす
るる
情情
報報
でで
、、
試試
験験
時時

間間
やや
配配
点点
もも
設設
定定
ささ
れれ
、、
問問
題題
のの
全全
体体
像像
がが
明明

らら
かか
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

「「
情情
報報
」」
とと
聞聞
くく
とと
、、
どど
ここ
かか
中中
学学
校校
でで
習習

うう
「「
技技
術術
・・
家家
庭庭
」」
のの
延延
長長
上上
のの
もも
のの
にに
思思
わわ

れれ
、、
今今
ひひ
とと
つつ
受受
験験
科科
目目
とと
しし
てて
認認
識識
ささ
れれ
にに

くく
いい
よよ
うう
でで
すす
がが
、、
実実
際際
にに
「「
情情
報報
」」
のの
授授
業業

をを
受受
けけ
てて
いい
るる
高高
校校
１１
年年
生生
はは
かか
なな
りり
苦苦
戦戦

をを
強強
いい
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

私私
どど
もも
のの
塾塾
でで
もも
、、
先先
月月
にに
行行
わわ
れれ
たた
高高
校校

のの
定定
期期
考考
査査
（（
テテ
スス
トト
））
前前
にに
はは
、、
生生
徒徒
ささ
んん

かか
らら
のの
ごご
要要
望望
もも
ああ
りり
、、
「「
情情
報報
」」
のの
テテ
スス
トト

対対
策策
をを
初初
めめ
てて
実実
施施
しし
まま
しし
たた
。。 

第第 1199回回 
必必修修科科目目「「情情報報」」ととはは？？

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

（（パパタタパパタタとと開開閉閉すするる））
フフララッッププもも無無くく、、首首振振りりもも
ししまませせんんがが、、風風向向ききはは 55 段段
階階ででススイインンググすするるよよううにに変変
ええらられれまますす。。 
独独自自のの気気流流をを作作りりココンントト
ロローールルすするる、、新新発発想想ののフファァ
ンンヒヒーータターーでですす。。 

優優れれモモノノ家家電電 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。 
hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//ddaannbboo// 

ナナナナノノノノイイイイーーーーＸＸＸＸ  搭搭載載 
フフフファァァァンンンンヒヒヒヒーーーータタタターーーー    

暑暑いい夏夏もも活活躍躍・・・・・・ 
夏夏ににはは「「送送風風機機」」ととししてて 
涼涼風風をを！！ 

安安全全面面ででもも 

二二重重安安全全転転倒倒 OOFFFF ススイイッッチチやや 

切切りり忘忘れれ防防止止ががつついいてていいてて、、 
安安心心ししてて使使ええまますす。。 

寒寒いい季季節節・・・・・・ 
冷冷ええるる足足元元 ポポカカポポカカ♪♪ 



中中中中田田田田佳佳佳佳代代代代子子子子ささささんんんんププププロロロロフフフフィィィィーーーールルルル  
盛盛岡岡市市出出身身、、カカヨヨココ フフララメメンンココススタタジジオオ

主主宰宰、、希希望望郷郷いいわわてて文文化化大大使使。。22000088年年ススペペイイ

ンン・・カカデディィススのの「「アアレレググリリアアスス舞舞踊踊ココンンククーー

ルル」」でで外外国国人人初初のの第第 22位位をを受受賞賞。。 

 

「「魅魅」」？？  馬馬?? 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

初初めめててのの一一人人旅旅でで観観たた本本場場のの踊踊りりにに、、心心がが震震ええままししたた。。 

スペインと日本を拠点に活動する中田佳代子さんを訪ねました。
中田さんは、「自分の情熱にしたがって生きてきた結果が、今の
私。フラメンコで突き抜けていく覚悟が生まれました。今しかな
い！」とおっしゃいます(編集室)。

中中田田
なかた

 佳佳代代子子
か よ こ

ささんん （（ ババルルセセロロナナ在在住住 フフララメメンンココ ダダンンササーー ）） 

フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
にに
惹惹
かか
れれ
てて 

学学
生生
時時
代代
にに
ババ
ルル
セセ
ロロ
ナナ
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク

閉閉
会会
式式
でで
のの
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
をを
見見
てて
感感
激激
しし
まま

しし
たた
。。 

東東
京京
でで
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
をを
見見
たた
ここ
とと

がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
テテ
レレ
ビビ
でで
見見
たた
のの
とと
違違
うう

なな
ああ
とと
思思
いい
まま
しし
てて
、、
単単
身身
、、
極極
寒寒
のの
スス
ペペ

イイ
ンン
にに
行行
ここ
うう
とと
決決
めめ
まま
しし
たた
。。 

第第 8844回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  

本本本本場場場場ススススペペペペイイイインンンンでででで賞賞賞賞ををををいいいいたたたただだだだいいいいてててて！！！！  
ままだだままだだブブレレイイククししてていいるるととはは思思っってていいまませせんん
がが、、「「ここれれでで思思いい切切っってて行行けけるる」」とと思思っったたキキッッカカケケ
はは、、フフララメメンンココのの本本場場でで準準優優勝勝のの賞賞ををいいたただだいいたたとと
ききでですす。。22000088年年ののここととでですす。。 

編編
集集
後後
記記 

ああ
るる
女女
性性
かか
らら
昔昔
のの
話話
をを
聞聞
きき
まま

しし
たた
。。
「「
ドド
レレ
にに
しし
よよ
うう
かか
？？
」」
とと
悩悩

んん
でで
店店
頭頭
のの
魚魚
をを
見見
比比
べべ
てて
はは
思思
案案

しし
てて
いい
たた
。。
そそ
のの
とと
きき
、、
目目
のの
前前
にに
いい

たた
店店
主主
がが
言言
っっ
たた
。。「「
ウウ
チチ
のの
店店
にに
はは
、、

変変
なな
商商
品品
はは
置置
いい
てて
いい
なな
いい
！！
」」 

すす
るる
とと
、、
おお
客客
ささ
んん
だだ
っっ
たた
そそ
のの
女女

性性
はは
ビビ
ッッ
クク
リリ
たた
まま
げげ
てて
、、
そそ
そそ
くく
ささ

とと
店店
をを
後後
にに
しし
たた
とと
かか
。。
「「
失失
礼礼
なな
客客

にに
はは
買買
っっ
てて
もも
らら
わわ
なな
くく
てて
結結
構構
！！
」」

とと
いい
うう
内内
心心
でで
しし
ょょ
うう
がが
、、
自自
分分
のの

「「
不不
寛寛
容容
」」
をを
棚棚
にに
上上
げげ
てて
はは
イイ
ケケ
まま

せせ
んん
。。
だだ
っっ
てて
、、
自自
分分
のの
店店
にに
ああ
るる
商商

品品
のの
価価
値値
をを
知知
らら
なな
いい
おお
客客
様様
をを
失失

っっ
てて
いい
るる
のの
でで
すす
かか
らら
。。 

優優
しし
くく
、、
自自
店店
のの
価価
値値
をを
知知
らら
しし
めめ

てて
ああ
げげ
まま
しし
ょょ
うう
。。
猫猫
をを
かか
ぶぶ
っっ
てて
もも

他他
国国
とと
仲仲
良良
くく
すす
べべ
きき
なな
んん
でで
すす
。。 

創創
刊刊
８８
年年
目目
にに
突突
入入
しし
まま
しし
たた
。。 

広広
告告
をを
おお
待待
ちち
しし
まま
すす
。。 

単単
身身
、、
ママ
ドド
リリ
ッッ
ドド
へへ
向向
かか
いい 

フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
をを
観観
るる
たた
めめ
にに
、、
極極

寒寒
のの
本本
場場
スス
ペペ
イイ
ンン
・・
ママ
ドド
リリ
ッッ
ドド
にに
向向
かか

いい
まま
しし
たた
。。
幸幸
いい
、、
高高
校校
時時
代代
のの
友友
人人
がが
ギギ

タタ
ーー
でで
スス
ペペ
イイ
ンン
にに
留留
学学
しし
てて
いい
まま
しし
てて
、、

何何
とと
かか
なな
るる
とと
いい
うう
軽軽
いい
気気
持持
ちち
でで
しし
たた
。。 

日日
本本
人人
にに
会会
うう
たた
びび
にに
声声
をを
掛掛
けけ
てて 

「「
地地
球球
のの
歩歩
きき
方方
」」
とと
いい
うう
本本
をを
見見
てて
、、

日日
本本
人人
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
来来
てて
いい
るる
宿宿
をを
選選
んん
でで

滞滞
在在
しし
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
宿宿
でで
、、
日日
本本
人人
にに
会会

うう
たた
びび
にに
、、
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
をを
やや
っっ
てて

いい
るる
場場
所所
をを
教教
ええ
てて
もも
らら
いい
まま
しし
たた
。。 

そそ
れれ
かか
らら
、、
すす
ぐぐ
にに
、、
靴靴
とと
スス
カカ
ーー
トト
をを

買買
っっ
てて
、、
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
をを
、、
自自
分分
でで

もも
始始
めめ
まま
しし
たた
。。（（
やや
るる
ここ
とと
がが
素素
早早
いい
）） 

現現
地地
でで
ダダ
ンン
スス
にに
触触
れれ
てて 

日日
本本
でで
はは
体体
験験
でで
きき
なな
いい
、、
現現
地地
でで
しし
かか

体体
験験
でで
きき
なな
いい
、、
そそ
うう
いい
うう
気気
持持
ちち
もも
生生
まま

れれ
まま
しし
たた
。。
練練
習習
生生
達達
がが
ママ
ドド
リリ
ッッ
ドド
でで
汗汗

をを
流流
すす
姿姿
にに
感感
化化
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
にに
触触
れれ
てて
いい
るる
時時
がが
本本
当当
にに

幸幸
せせ
だだ
っっ
たた
らら
、、
思思
うう
存存
分分
やや
れれ
ばば
いい
いい
、、

とと
考考
ええ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

スス
ペペ
イイ
ンン
とと
盛盛
岡岡
をを
往往
復復
しし
てて 

当当
時時
はは
、、
結結
構構
長長
くく
居居
らら
れれ
まま
しし
たた
。。 

観観
光光
ビビ
ザザ
でで
行行
けけ
るる
三三
かか
月月
ママ
ッッ
クク
スス
、、

スス
ペペ
イイ
ンン
にに
居居
てて
、、
帰帰
っっ
てて
来来
てて
働働
いい
てて
、、

まま
たた
行行
っっ
てて
、、
そそ
のの
繰繰
りり
返返
しし
でで
しし
たた
。。 

決決
めめ
手手
はは
オオ
リリ
ジジ
ナナ
リリ
テテ
ィィ 

日日
本本
人人
がが
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
をを
踊踊
るる
とと

いい
うう
のの
はは
、、
「「
スス
ペペ
イイ
ンン
人人
がが
歌歌
舞舞
伎伎
をを
踊踊

るる
」」
とと
いい
うう
よよ
うう
なな
印印
象象
でで
すす
。。 

結結
局局
はは
、、「「
スス
ペペ
イイ
ンン
人人
にに
なな
るる
」」
のの
でで
はは

なな
くく
てて
、、
日日
本本
人人
でで
ああ
るる
自自
分分
のの
個個
性性
でで
勝勝

負負
をを
しし
てて
行行
かか
なな
きき
ゃゃ
、、
とと
思思
うう
にに
至至
りり
まま

しし
たた
。。
自自
分分
のの
個個
性性
をを
生生
かか
しし
てて
踊踊
るる
、、
そそ

のの
姿姿
をを
皆皆
ささ
んん
にに
観観
てて
もも
らら
いい
たた
いい
でで
すす
。。 

ニニ
ュュ
ーー
ヨヨ
ーー
クク
公公
演演
がが
目目
標標
でで
すす 

自自
分分
のの
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
表表
現現
をを
高高
めめ
てて
いい
きき

たた
いい
でで
すす
ねね
。。
ゆゆ
くく
ゆゆ
くく
はは
、、
ニニ
ュュ
ーー
ヨヨ
ーー

クク
でで
もも
発発
表表
しし
たた
いい
でで
すす
。。
偏偏
見見
のの
無無
いい
場場

所所
でで
自自
由由
にに
自自
分分
をを
表表
現現
出出
来来
るる
、、
そそ
んん
なな

場場
所所
でで
踊踊
るる
のの
がが
夢夢
でで
すす
。。 

自自
分分
のの
アア
イイ
デデ
ンン
テテ
ィィ
テテ
ィィ
ーー
をを
生生
かか
しし
なな
がが

らら
表表
現現
すす
るる
、、
そそ
れれ
がが
大大
事事
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

そそ
れれ
がが
、、
観観
るる
方方
のの
心心
をを
打打
つつ
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし

ょょ
うう
かか
。。 

思思
ええ
ばば
、、
初初
めめ
てて
のの
海海
外外
旅旅
行行
、、
初初
めめ
てて
のの
一一
人人

旅旅
。。 そそ

しし
てて
、、
初初
めめ
てて
間間
近近
でで
観観
たた
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
にに
、、

私私
のの
魂魂
がが
震震
ええ
まま
しし
たた
。。 

そそ
れれ
以以
来来
、、
ここ
れれ
がが
自自
分分
のの
ララ
イイ
フフ
ワワ
ーー
クク
なな
るる

のの
だだ
とと
考考
ええ
るる
間間
もも
なな
くく
、、
夢夢
中中
にに
なな
っっ
てて
、、
現現
地地

でで
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
をを
習習
いい
、、
フフ
ララ
メメ
ンン
ココ
ダダ
ンン
スス
をを
追追

いい
かか
けけ
まま
しし
たた
。。 

スステテッッププにに相相応応ししいい 
「「床床のの質質」」がが求求めめらられれまますす。。 

カカカカヨヨヨヨココココ  フフフフララララメメメメンンンンココココダダダダンンンンスススス  ススススタタタタジジジジオオオオ  
hhttttppss::////kkaayyookkooffllaammeennccoo..ccoomm// 

ババルルセセロロナナににてて 


